
真岡鐵道（株）では、筑西市誕生10周年を記念し、筑西市の誕生日
の３月28日と翌29日に「筑西市誕生10周年記念ヘッド−マーク」
を装着したＳＬを運行しました。
28日は、ちっくんが下館駅から乗客のみなさんをお見送りしました。

3月28日で
筑西市は

10歳になりました
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平成 27 年度
予 算 
心
豊
か
に
安
心
し
て
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
筑
西
市
の
実
現
を
目
指
し
て

総
額
７
３
４
億
９
，
８
３
２
万
２
千
円

　

平
成
27
年
度
の
予
算
は
、
依
然
と

し
て
財
政
環
境
が
厳
し
い
状
況
下
で

の
編
成
で
し
た
が
、
施
策
の
「
選
択

と
集
中
」
を
図
り
、
人
口
減
少
・
定

住
促
進
対
策
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
分
野

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
予
算
配
分
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
・
２
％
減
の
３
９
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
４
％

増
の
７
３
４
億
９
，
８
３
２
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
３
９
３
億
円

前
年
度
対
比
２
・
２
％
減

【問い合わせ】財政課　内線４８６

一般会計の予算額　393億円

市税 35.1％
138 億 1,707 万円

地方交付税 18.6％
73 億

国庫支出金 12.7％
49 億 8,074 万円

県支出金 6.3％
24 億 9,179 万円

繰入金 3.8％
14 億 8,516 万円 

地方消費税交付金3.8％
15 億

8.7％

■諸収入　　　　　　　7 億 7,400 万円
■繰越金　　　　　　　７億円
■地方譲与税　　　　　６億 2,400 万円
■使用料及び手数料　　5 億 3,016 万円
■分担金及び負担金　　４億 2,623 万円
■自動車取得税交付金　 7,500 万円
■地方特例交付金 　　  4,700 万円
■その他　　　　　　　2 億 2,015 万円

4.7％

■農林水産業費	 　  13 億 97 万円
■議会費　	 　　2 億 9,371 万円
■商工費　	 　　2 億 1,462 万円
■労働費　	 　　355 万円
■その他	 　　6,000 万円

市債 11.0％
43 億 2,870 万

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要

歳  入
393 億

民生費 33.4％
131 億 3,020 万円

総務費 14.4％
56 億 5,245 万円

教育費 12.6％
49 億 4,795 万円

公債費 11.5％
45 億 764 万円

衛生費 9.7％
38 億 2,507 万円

土木費 9.3％
36 億 5,208 万円

消防費 4.4％
17 億 1,176 万円

歳  出
393 億
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公営企業会計
収入予定 支出予定 伸 率

（支出予定）本年度予算額 前年度予算額 比　較 本年度予算額 前年度予算額 比　較
水道事業会計 2,561,787 2,600,270 △ 38,483 3,260,272 3,331,341 △ 71,069 △ 2.1
（うち収益） 2,250,008 2,272,567 △ 22,559 2,047,494 2,072,078 △ 24,584 △ 1.2
（うち資本） 311,779 327,703 △ 15,924 1,212,778 1,259,263 △ 46,485 △ 3.7
病院事業会計 1,943,201 1,903,721 39,480 1,893,506 1,857,949 35,557 1.9
（うち収益） 1,890,651 1,843,517 47,134 1,840,956 1,797,745 43,211 2.4
（うち資本） 52,550 60,204 △ 7,654 52,550 60,204 △ 7,654 △ 12.7

計 4,504,988 4,503,991 997 5,153,778 5,189,290 △ 35,512 △ 0.7

公営企業会計の予算額　51億5,377万８千円

平成 27 年度 予  算

会 計 別 本年度予算額 前年度予算額 比　較 伸 率
　国民健康保険 14,892,111 12,795,764 2,096,347 16.4
　後期高齢者医療　 1,884,256 1,856,004 28,252 1.5
　公共下水道事業 2,321,421 2,352,749 △ 31,328 △ 1.3
　農業集落排水事業 1,143,592 926,235 217,357 23.5
　区画整理事業（八丁台） 311,879 274,549 37,330 13.6
　駐車場事業 45,620 48,923 △ 3,303 △ 6.8
　介護保険 8,377,168 8,093,845 283,323 3.5
　介護サービス事業 68,497 69,286 △ 789 △ 1.1

 計 29,044,544 26,417,355 2,627,189 9.9

特別会計の予算額　　290億4,454万４千円

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

歳
出
・
歳
入
項
目
の
説
明

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

市
　
税
…�

…
…�

徴
収
す
る
税
金
を
い
い
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
市

た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
…�

市
町
村
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
の

こ
と
で
す
。

国
庫
支
出
金
…�

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
事
業
に
対
し
、
一
定
の
条

件
の
下
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

市
　
債
…�

…
…�

市
が
国
や
民
間
金
融
機
関
な
ど
か
ら
長
期
的
に
借
り
入

れ
る
資
金
の
こ
と
で
す
。

県
支
出
金
…�

…�

県
か
ら
市
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
使
い
道
が

特
定
さ
れ
る
負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
、
交
付
金
の

こ
と
で
す
。

繰
入
金
…
…
…�

特
定
の
事
業
を
実
施
す
る
際
の
財
源
に
使
わ
れ
る
市
の

基
金
や
特
別
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

民
生
費
…
…
…�

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保
育
園

の
管
理
運
営
、
生
活
保
護
、
医
療
福
祉
な
ど
に
係
る
経

費
で
す
。

総
務
費
…�

…
…�

市
の
事
務
管
理
、
庁
舎
管
理
、
市
民
活
動
推
進
、
選
挙

な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

教
育
費
…�

…
…�

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
学
校
給
食
、

教
育
施
設
の
維
持
補
修
、
整
備
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

公
債
費
…�

…
…�

市
債
の
元
金
・
利
子
及
び
一
時
借
入
れ
を
し
た
場
合
の

支
払
い
を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

衛
生
費
…�
…
…�

各
種
検
診
、
予
防
接
種
、
環
境
保
全
、
ご
み
処
理
、
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

土
木
費
…
…
…�
道
路
・
公
園
・
河
川
な
ど
の
整
備
や
維
持
補
修
、
土
地

区
画
整
理
な
ど
の
市
街
地
整
備
、
市
営
住
宅
の
維
持
管

理
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

消
防
費
…
…
…�

消
防
活
動
、
救
急
、
災
害
救
助
、
防
災
活
動
な
ど
に
係

る
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
や
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

議
会
費
…
…
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
活
動
費
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

商
工
費
…
…
…
商
工
業
振
興
、
観
光
事
業
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。
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「
ス
ピ
カ
ビ
ル
活
用
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
ス
ピ
カ
ビ
ル

を
「
本
庁
舎
機
能
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
商
業
・
業
務
ス

ペ
ー
ス
を
含
む
複
合
施
設
」
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

支
所
機
能
及
び
非
常
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
機
能
を

有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
交
流
し
て
き
た
東
京
都
台
東
区
蔵
前
小
地
区
の

他
に
、
台
東
区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
本
市
が
新
た
に
企
画
す
る
行
事
に
台
東
区

民
を
招
致
し
、
積
極
的
に
相
互
交
流
を
推
進
し
ま
す
。
併
せ

て
、
台
東
区
立
な
ど
の
学
校
給
食
へ
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ
を
通
し

て
、
よ
り
一
層
の
友
好
関
係
を
構
築
し
ま
す
。

　

本
市
の
新
た
な
魅
力
の
模
索
・
開
拓
を
行
う
と
と
も
に
、
県

内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
・
ノ
ベ
ル

テ
ィ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。
県
主
催
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
、
茨
城
マ

ル
シ
ェ
な
ど
を
活
用
し
た
県
外
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
関
東
鉄
道
と
連
携
し
た
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
、
本
市
の
知
名
度
向
上
と
誘
客
に
努
め
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
十
分
に
活
用
し
、
寄
附
収
入

を
増
や
す
と
同
時
に
、
地
元
特
産
品
の
贈
答
に
よ
り
、
本
市

の
知
名
度
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
し
ま
す
。

　

道
路
利
用
者
が
快
適
に
休
憩
・
休
息
す
る
場
所
の
提
供
の
ほ

か
、
道
路
情
報
や
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
観
光
情
報
な
ど
の
発
信

が
で
き
、
地
元
雇
用
者
の
増
が
図
れ
る
よ
う
な
地
域
の
地
場
特

産
品
販
売
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
な

ど
を
取
り
入
れ
た
大
災
害
時
の
防
災
活
動
の
拠
点（
後
方
支
援
）

と
な
る
よ
う
な
多
機
能
な
道
の
駅
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

　

銘
柄
産
地
の
指
定
を
受
け
て
い
る
、
梨
・
こ
だ
ま
ス
イ

カ
・
い
ち
ご
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
本
市
の
特
産
品
の
振
興

を
図
る
た
め
、
関
連
団
体
と
連
携
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
品
な
ど
に
よ
る
農

産
物
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を
通

し
て
、
産
地
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
な

事
業
の
展
開
と
し
て
、

農
商
工
間
の
連
携
を
図

り
、
首
都
圏
を
中
心
に

積
極
的
に
情
報
発
信
を

行
い
、
本
市
の
知
名
度
・

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

　

本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
・
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
は
、
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
は
不
可
欠
な
た
め
、
専
門
的
な
見
地
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
推
進
体
制
の
整
備
・
新
商
品
の
開
発
・
販

路
拡
大
及
び
６
次
産
業
の
推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
進
展
の
中
、
担
い
手
の
確
保
を
図
る
に

は
青
年
就
農
者
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
本
制
度
（
経
営
開

始
型
）
に
よ
り
就
農
意
欲
の
喚
起
と

就
農
後
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
独
自
の
制
度
を
創
設
し
、
新
た
に

農
業
研
修
を
開
始
す
る
意
欲
の
あ
る

人
に
、
育
成
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
へ
の
企
業
誘
致
を
促
進
し
、
工
業
の
振
興
を
図
り
、

雇
用
機
会
の
増
大
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
規
立
地
・
増
設
を
し
た
企
業
に
対
し
、
固
定

資
産
税
相
当
額
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
産
業
振
興
及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

将
来
、
市
長
が
指
定
す
る
市
内
の
病
院
に
医
師
と
し
て
従

事
す
る
こ
と
を
返
還
免
除
要
件
と
す
る
制
度
に
よ
り
、
地
域

医
療
の
充
実
に
必
要
な
医
師
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
な
ど
を
対
象
と
す
る
事
業
と
し
て
、

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
従
っ
て
、
一
時

預
か
り
事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

ス
ピ
カ
ビ
ル
本
庁
舎
等
改
修
事
業

〈
契
約
管
財
課
〉

８
億
５
，
１
２
５
万
２
千
円

明
野
庁
舎
整
備
事
業　
〈
契
約
管
財
課
〉

１
，
９
０
２
万
３
千
円

ア
グ
リ
ふ
れ
あ
い
事
業　
〈
農
政
課
〉

１
９
３
万
９
千
円

観
光
資
源
開
発
事
業　
〈
商
工
観
光
課
〉

５
２
４
万
４
千
円

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業　
〈
農
政
課
〉

３
，
７
８
７
万
５
千
円

企
業
立
地
促
進
事
業　
〈
企
業
誘
致
推
進
局
〉

３
，
３
６
５
万
３
千
円

筑
西
う
ま
い
も
ん
Ｐ
Ｒ
事
業　
〈
農
政
課
〉

２
５
６
万
１
千
円

新
規

道
の
駅
整
備
事
業　
〈
企
画
課
〉

１
，
３
５
０
万
１
千
円

新
規

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
〈
農
政
課
〉

68
万
円

新
規

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　
〈
企
画
課
〉

１
，
８
２
８
万
９
千
円

新
規

医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業　
〈
保
健
予
防
課
〉

３
，
１
１
２
万
３
千
円

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
〈
こ
ど
も
課
〉

３
億
１
，
４
２
７
万
８
千
円

第１章
連
携
と
協
働
で
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　

  

ま
ち
づ
く
り

第３章
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

  

ま
ち
づ
く
り

第２章
豊
か
さ
を
育
む
産
業
と
観
光
の

　
　
　
　
　
　
　

  

ま
ち
づ
く
り

心豊かに安心して・安全に暮らせる筑西市の実現を目指して

50
品
目
を
超
え
る
特
産
品
の
贈
答

筑
西
の「
お
い
し
い
」

を
全
国
に
発
信
！

農
業
を
始
め
よ
う
！

新
規

4



　

妊
産
婦
及
び
小
児
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
平
成
27

年
10
月
診
療
分
か
ら
、「
小
児
」
の
対
象
年
齢
を
18
歳
の
学

年
末
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
環

境
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
義

務
教
育
９
年
間
で
連
続
性
の
あ
る

教
育
を
行
う
「
小
中
一
貫
教
育
」

を
推
進
し
ま
す
。
併
せ
て
少
子
化

の
進
展
に
伴
う
学
校
の
小
規
模
化

に
よ
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
「
学
校
の
適
正
配
置
」
を
図

る
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し

い「
学
校
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

　

土
曜
日
に
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
学
習
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
み
ま
す
。
ま
た
、
小
学
６
年
生
、
中
学
１
年
生
を

対
象
に
実
施
す
る
こ
と
で
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
解
消
の
手

助
け
と
し
ま
す
。

　

県
の
県
土
60
分
構
想
を
基
と
し
た
筑
西
幹
線
道
路
の
一
部

と
な
る
道
路
整
備
を
県
・
市
合
同
で
行
い
ま
す
。

　

筑
西
幹
線
道
路
の
一
部
と
な
る
「
一
本
松
・
茂
田
線
」
と

一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
や
都
市
間
連
携
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

川
島
地
区
に
あ
る
都
市
計
画
道
路
２
路
線
の
東
西
方
向
を

連
絡
す
る
幹
線
道
路
で
あ
り
、
当
該
地
域
住
民
の
利
便
性
と

活
性
化
を
は
か
る
こ
と
は
元
よ
り
、
近
接
に
位
置
す
る
川
島

小
学
校
の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、
当
該
路
線
の
整
備
に
よ

る
通
学
路
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ピ
カ
ビ
ル
及
び
立
体
駐
車
場
周
辺
の
道
路
整
備
を
行

い
、
市
民
の
利
便
・
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め

の
環
境
対
策
及
び
防
犯

灯
維
持
管
理
経
費
節
減

対
策
と
し
て
、
蛍
光
管

型
防
犯
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ 

型
防
犯
灯
へ
の
移
行
を

図
り
ま
す
。

　

未
婚
者
が
結
婚
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
び
、
能
力
を
身
に

付
け
、
前
向
き
に
婚
活
を
行
い
、
成
婚
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
男
女
に
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
婚
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
市
の
少
子
化
と
人
口
減
少
を
克
服
し
、
将
来
に
渡
っ
て

活
力
あ
る
地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
内
の
企
業
の
製
品
・
技
術
・
求
人
情
報
な
ど
を
一
つ
に

ま
と
め
た
サ
イ
ト
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
魅
力
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
多
様
な
活
用
に
よ
り
、
就
労

支
援
や
企
業
間
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
内
に
新
築
住
宅
を
取
得
し

た
若
者
や
子
育
て
世
代
の
市
民

に
対
し
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
や
子
育
て
世

代
の
定
住
の
促
進
を
図
り
、
人

口
の
減
少
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

団
体
が
開
催
す
る
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で
、
婚
活
を
支
援
し
、

人
口
減
少
・
定
住
促
進
対
策
を

図
り
ま
す
。

　

市
内
の
個
人
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、
国
の
地
域
住
民
生

活
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

は
ぐ
く
み
医
療
費
支
給
経
費
〈
医
療
保
険
課
〉

６
，
５
７
９
万
４
千
円

中
島
・
西
榎
生
線
整
備
事
業　
〈
土
木
課
〉

１
億
１
，
９
０
０
万
円

小
川
線
街
路
整
備
事
業　
〈
都
市
整
備
課
〉

１
億
５
，
３
９
３
万
８
千
円

ス
ピ
カ
ビ
ル
周
辺
道
路
整
備
事
業〈土

木
課
〉

１
，
０
０
０
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
移
行
推
進
事
業
〈
防
災
安
全
課
〉

１
，
９
６
０
万
円

婚
活
支
援
団
体
応
援
事
業　
〈
こ
ど
も
課
〉

90
万
円

一
本
松
・
茂
田
線
整
備
事
業　
〈
土
木
課
〉

６
億
８
，
５
５
４
万
９
千
円

小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業　
〈
学
務
課
〉

４
６
万
１
千
円

新
規

土
曜
日
教
育
支
援
体
制
構
築
事
業

〈
生
涯
学
習
課
〉

１
３
５
万
１
千
円

新
規

未
来
の
幸
せ
家
族
応
援
事
業
〈
市
民
協
働
課
〉

44
万
３
千
円

新
規

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
策
定
事
業
〈
企
画
課
〉

１
，
０
０
０
万
円

新
規

就
労
支
援
・
企
業
情
報
発
信
事
業

〈
商
工
観
光
課
〉

１
０
７
万
７
千
円

新
規

新
規

若
者
・
子
育
て
世
代
住
宅
取
得
応
援
事
業

〈
企
画
課
〉

１
億
２
，
５
０
８
万
４
千
円

新
規

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

（
地
方
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
）〈
商
工
観
光
課
〉

１
億
７
，
４
１
６
万
円

新
規

第４章
い
き
い
き
と
伸
び
や
か
に
育
つ

　
　

  

人
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
26
年
度
繰
越
事
業

（
国
の
補
正
予
算
を
活
用
）

第５章
心
和
む
美
し
く
豊
か
な
景
観
と

環
境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

平成 27 年度主な事業　　

婚
活
支
援
！

明
る
く
て

維
持
費
が
安
価

マイホームは
筑西で

45



　

平
成
26
年
度
に
８
小
学
校
区
で
開
催
し
た
「
市
政
懇
談
会
」
の
主
な
懇
談
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
「
市
政
懇
談
会
」
は
、
須
藤
茂
市
長
が
市
政
運
営
の
方
針
や
課
題
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん

へ
お
話
し
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
か
ら
小
学
校
区
単

位
で
順
次
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
27
年
度
も
８
小
学
校
区
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　

新
中
核
病
院
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備

に
つ
い
て　

○
建
設
予
定
地
は
建
設
推
進
協
議
会
で
決
定

さ
れ
る
の
か
。
い
つ
決
定
す
る
の
か
。
○
医

師
、
看
護
師
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

　

筑
西
幹
線
道
路
を
含
む
主
要
幹
線
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

○
深
見
地
内
に
開
通
予
定
の
筑
西
幹
線
道
路

沿
い
を
、
き
れ
い
に
管
理
で
き
な
い
か
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
生
活
道
路
で
あ
る
木
橋
を
残
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
○
人
口
減
少
対
策
と
し
て
不
妊

治
療
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

小
学
校
の
統
合
を
含
め
た
今
後
の
学
校
運

営
に
つ
い
て

○
７
中
学
校
区
の
中
で
、
７
小
学
校
に
統
廃

合
す
る
こ
と
が
最
終
的
な
目
標
な
の
か
。
○

統
廃
合
を
考
え
る
際
に
は
、
小
さ
な
学
校
な

ら
で
は
の
地
域
の
つ
な
が
り
や
良
い
と
こ
ろ

に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　

筑
西
幹
線
道
路
を
含
む
主
要
幹
線
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

○
成
井
バ
イ
パ
ス
の
草
が
伸
び
、
明
野
高
校

生
の
自
転
車
通
学
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の

で
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

通
学
路
に
自
転
車
通
学
や
小
学
生
の
登
校
に

障
害
物
が
多
く
危
険
で
あ
る
の
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
で
き
な
い
か
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
ご
み
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　

児
童
生
徒
の
通
学
時
及
び
通
学
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

○
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、
安
心
し
て

子
ど
も
た
ち
を
送
り
出
し
て
い
る
。
○
蓬
田

地
区
は
通
学
路
が
狭
く
危
険
な
た
め
、
歩
道

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

平
成
26
年
度

開
催
報
告

市
長
と
語
ろ
う！

市
政
懇
談
会

○
耕
作
放
棄
地
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
○

空
き
家
が
今
後
増
え
て
い
く
と
思
う
が
、
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

新
中
核
病
院
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
整

備
に
つ
い
て

○
医
師
確
保
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
ど
こ

か
の
大
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
の

か
。
○
機
能
分
担
型
の
病
院
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
。

　

通
学
路
の
整
備
を
含
め
た
今
後
の
学
校
運

営
に
つ
い
て

○
車
が
通
れ
な
い
時
間
帯
で
も
車
が
通
る
。

６
月
26
日

養
蚕
公
民
館

養
蚕
小
学
校
区

７
月
30
日

明
野
公
民
館

鳥
羽
小
学
校
区

８
月
26
日

竹
島
公
民
館

竹
島
小
学
校
区

９
月
25
日

協
和
ふ
れ
あ
い
健
康
プ
ラ
ザ

小
栗
小
学
校
区

6



　

地
域
が
自
ら
行
う
環
境
整
備
へ
の
助
成
に

つ
い
て

○
通
学
路
の
草
刈
り
の
時
期
が
少
し
遅
い
気

が
す
る
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
加
草
地
内
の
道
路
は
狭
く
、
通
学
路
と
し

て
は
危
険
で
あ
る
。
学
校
付
近
ま
で
の
県
道

整
備
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
新
治
廃
寺
跡
周
辺
の
駐
車
場
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

下
館
運
動
場
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

○
エ
リ
ア
内
に
積
ん
で
あ
る
残
土
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
の
か
。
○
高
齢
化
社
会
で
は
、

高
齢
者
が
体
を
動
か
す
こ
と
は
大
切
。
遊
歩

道
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

小
中
学
校
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
西
中
学
校
ま
で
の
農
免
道
路
へ
の
歩
道
設

置
を
何
と
か
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
空
き
家
を
誰
か
に
貸
し
出
し
て
、
移
り
住

ん
で
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
○
耕
作

放
棄
地
に
雑
草
が
生
え
、
火
災
な
ど
の
危
険

性
が
あ
る
が
、
何
か
対
策
は
な
い
か
。

　

関
城
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

○
歴
史
的
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
の

で
、
歴
史
館
的
な
施
設
を
作
っ
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
。
○
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者

が
寄
っ
て
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
い
。

○
こ
の
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
え
る
施
設
と
し
て
ほ

し
い
。

　

安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め
の
環
境
整

備
に
つ
い
て

○
居
住
可
能
な
空
き
家
を
市
が
借
り
て
、
家

賃
を
安
く
し
都
心
部
の
人
口
を
取
り
込
め
な

い
か
。

　
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
災
害
時
、
地
域
で
助
け
合
う
地
域
防
災
組

織
を
結
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

児
童
生
徒
の
通
学
時
及
び
通
学
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

○
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
車
も
危
険
な
変
則

十
字
路
で
の
安
全
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

○
小
学
生
の
通
学
路
で
歩
道
が
狭
く
、
自
転

車
１
台
が
や
っ
と
通
れ
る
箇
所
が
あ
り
危
険

な
の
で
、
歩
道
の
拡
張
を
。
○
子
ど
も
た
ち

や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
安

全
を
確
保
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

○
市
が
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の
実
態
を
自

治
会
へ
開
示
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
「
の
り
愛
く
ん
」
の
運
行
延
長
は
で
き
な

い
か
。

　

新
中
核
病
院
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
整

備
に
つ
い
て

○
新
中
核
病
院
と
桜
川
市
民
病
院
へ
の
費
用

負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。
○
新
中
核
病
院
で

は
、
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

小
学
校
の
統
廃
合
を
含
め
た
今
後
の
学
校

運
営
に
つ
い
て

○
統
廃
合
を
す
る
場
合
は
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
考
え
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
が
よ

い
。
○
小
中
一
貫
教
育
を
徐
々
に
進
め
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
、
各
学
校
の
良
い
と
こ
ろ

や
特
色
を
生
か
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
「
ひ
ま
わ
り
畑
」
の
連
作
障
害
に
つ
い
て
、

何
か
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

内容＝あらかじめ設定したテーマを踏まえた意見交換と地域等の課題に
ついてのフリートーク
対象＝原則、対象地域に在住・在勤・在学している人
当日参加もできますが、会場準備のため事前に用紙又は電話で申し込ん
でください。 （申込用紙は広報広聴課、各支所に備え付けてあります。市
ホームページからもダウンロードできます。）
■問い合わせ・申込み
広報広聴課　内線３１４　Fax：２４－２５１３
　　　　　　メール：kouhou@city.chikusei.lg.jp

現在、小学校区単位で順次開催していますが、団体を対象とした懇談会
も開催します。ご希望の団体は、広報広聴課までお申込みください。

市政懇談会は

10
月
29
日

五
所
公
民
館

五
所
小
学
校
区

11
月
19
日

関
本
公
民
館

関
城
西
小
学
校
区

１
月
28
日

大
田
公
民
館

大
田
小
学
校
区

２
月
18
日

明
野
公
民
館

長
讃
小
学
校
区
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広　告
ダスキンデータム下館店 0120-308-998今すぐお電話を！

おうちのお掃除で困ったら…

プロのおそうじサービス

ご相談 ・ お見積もりは無料ですので、 お気軽にお問い合わせ下さい。

キラリと光るプロの技

確かな技術、安心のサービス

キラリと光るプロの技
私たちプロの出番です。

キッチン ・浴室

レンジフード ・ 窓

トイレ ・ 洗面所など

株式会社セキショウライフサポート  茨城県筑西市一本松１７５５ - ２

ケアマネジャーがあなたのご相談にお応えします

受付：月～金 ８：３０～１７：３０ / 休日：土・日・祝

市内の小中学校、幼稚園・保育園
都市公園の放射線量測定結果
下館小学校 0.084 
伊讃小学校 0.071 
川島小学校 0.050 
竹島小学校 0.067 
養蚕小学校 0.079 
五所小学校 0.054 
中小学校 0.042 
河間小学校 0.069 
大田小学校 0.061 
嘉田生崎小学校 0.072 
関城西小学校 0.075 
関城東小学校 0.076 
大村小学校 0.061 
村田小学校 0.070 
鳥羽小学校 0.057 
上野小学校 0.077 
長讃小学校 0.064 
古里小学校 0.043 
新治小学校 0.071 
小栗小学校 0.066 

明野幼稚園 0.082 
協和幼稚園 0.079 
認定こども園
せきじょう 0.074
協和保育所 0.036

下岡崎近隣
公園 0.057

神明近隣公園 0.058
木有戸公園 0.046
村田児童公園 0.072
協和の杜公園 0.085

下館中学校 0.096 
下館西中学校 0.053 
下館南中学校 0.077 
下館北中学校 0.071 
関城中学校 0.070 
明野中学校 0.070 
協和中学校 0.063 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：３月 25日・公園３月２日
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢
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登
下
校
中
な
ど
で
不
審
者
に
遭
遇

し
た
と
き
に
自
分
の
安
全
を
守
る
た

め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
市
内
20

校
の
新
小
学
１
年
生
を
対
象
に
、
３

月
17
日
に
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド（
株
）

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
部

（
河か

わ
の
べ

之
辺
孝た

か
の
り則
本
部
長
）
か
ら
防
犯

笛
９
０
０
個
、
４
月
２
日
に
（
株
）

常
陽
銀
行
下
館
支
店
（
前ま

え
じ
ま島

賢ま
さ
あ
き彰

支

店
長
）
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
８
９
０
個

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
株
）
常
陽
銀
行
下
館
支
店
か
ら

の
寄
贈
は
今
年

で
11
回
目
。
今

年
の
ブ
ザ
ー
は

柔
ら
か
い
シ
リ

コ
ン
製
の
も
の

で
、
よ
り
安
全

に
使
え
る
も
の

で
す
。

　　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
市
消

防
団
（
野の

ざ
わ澤
信の

ぶ
あ
き明
団
長
）
の
第
10

分
団
（
鈴す

ず
き木

誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎
分
団
長
）・
21

分
団
（
渡わ

た
な
べ邉
浩ひ

ろ
ゆ
き行
分
団
長
）・
33
分

団
（
大お

お
よ
し吉

良よ
し
お男

分
団
長
）・
37
分
団

（
下

し
も
じ
ょ
う条
祐ゆ

う
じ治
分
団
長
）
の
消
防
ポ
ン
プ

車
が
更
新
さ
れ
、
３
月
29
日
、
市
役

所
本
庁
で
引
渡
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
火
災
な
ど
の
有
事
に
お

け
る
迅
速
な
出
動
態
勢
を
整
え
る
た

め
、
消
防
団
の
環
境
整
備
を
年
次
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
か
ら

市
に
、
３
月
30
日
、
救
援
車
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

救
援
車
は
、
日
常
業
務
の
ほ
か
、

万
一
の
火

災
・
風
水
害

時
に
お
け
る

救
護
活
動
や

社
会
福
祉
活

動
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に

防
犯
ブ
ザ
ー
・
防
犯
笛
を
寄
贈

新しい車両は、300 リットルの貯水槽と、動力噴霧器を
備えています。これにより、水利確保が難しい場所の初
期消火活動などに効果が期待できます。

市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

災
害
時
の
救
援
活
動
の
た
め
に▲配備された救援車

▲防犯笛（左）、防犯ブザー（右）

行 政 ニ ュ ー ス

筑西健康パーク
が開催されました

第４回 〜動いて食べて健康づくり〜

　健康づくりの意識を高めてもらおうと、筑
西健康パーク実行委員会（水

み ず こ し

越輝
て る お

雄会長）は、
３月 26 日、スピカ１階で「第４回筑西健康
パーク」を開催しました。
　約 100 人のボランティアスタッフととも
に、約 300 人の参加者は、リズム体操などで
体を動かし、ヘルシーメニューを食べるなど
日頃から取り組むことができる健康づくりを
学びました。

市
長
賞　
竹
島
小
３
年　
鈴
木
蓮
太

わ
ら
い
は
ね　
だ
れ
で
も
で
き
る　
心
の
け
ん
こ
う

教
育
長
賞　
河
間
小
３
年　
谷
中
大
樹

す
き
き
ら
い　
し
な
い
子　
強
い
子　
元
気
な
子　

実
行
委
員
会
長
賞　
古
里
小
４
年　
吉
原
錬

げ
ん
塩
で　
み
ん
な
が
え
顔　
健
康
家
族

審
査
員
特
別
賞　
村
田
小
３
年　
鈴
木
奏
南

毎
日
食
べ
よ
う　
朝
ご
は
ん　
そ
れ
が
僕
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

健康は本人だけでなく家族にとっても「宝」です。
市では健康づくりを支援する各種事業を行ってます。

小
学
３・４
年
生
の
「
健
康
づ
く
り
標
語
」
入
賞
者
の
作
品

※
敬
称
略

「運動を習慣づけましょう（１日30分以上週２回以上継続）」
を掲げ様々な体操教室を開催

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
試
食

行 政 ニ ュ ー ス



所得段階 対象者
条例に定める
負担割合
Ａ

公費軽減割合 本人
負担割合
Ｃ（Ａ−Ｂ）

介護
保険料（年額）
Ｃ×基準額対象年度 Ｂ

第１段階 生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者及び世帯
全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下 0.50 Ｈ 27・28 0.05 0.45 28,400 円

Ｈ 29 0.20 0.30 18,900 円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超え 120万円以下 0.75 Ｈ 27・28 - 0.75 47,200 円
Ｈ 29 0.25 0.50 31,500 円

第３段階 世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える 0.75 Ｈ 27・28 - 0.75 47,200 円
Ｈ 29 0.05 0.70 44,100 円

第４段階 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下 0.90 Ｈ27〜 29 - 0.90 56,700 円
第５段階
（基準額）

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で課税
年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超える 1.00 Ｈ27〜 29 - 1.00 63,000 円

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 120万円未満 1.20 Ｈ27〜 29 - 1.20 75,600 円

第７段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 120万円以上 190万円未満 1.30 Ｈ27〜 29 - 1.30 81,900 円

第８段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 190万円以上 290万円未満 1.50 Ｈ27〜 29 - 1.50 94,500 円

第９段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 290万円以上 1.70 Ｈ27〜 29 - 1.70 107,100 円

高
齢
者
の
推
移

年度 人数 増減
Ｈ 24　 26,546
Ｈ 25　 27,465 +919
Ｈ 26　 28,371 +906
Ｈ 27　 29,228 +857
Ｈ 28　 29,924 +696
Ｈ 29　 30,531 +607

介
護
給
付
費
の
推
移

年度 金額 増減
Ｈ 24　 6,688
Ｈ 25　 7,116 ＋428
Ｈ 26　 7,408 ＋292
Ｈ 27　 7,808 ＋400
Ｈ 28　 8,376 ＋568
Ｈ 29　 8,855 ＋479

　65 歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、筑西市の介護保険
サービスにかかる費用などから算出された「基準額」をもとに、みなさ
んの所得に応じて決まります。あなたの保険料を確認してみましょう。

「基準額」は、3年ごとに策定する「介護保険
事業計画」に基づいて見直しをしています。
この計画は、地域における高齢者数や要介護者数
などの現状を踏まえて、今後 3年間の高齢者数及
びサービス見込み量を推計し作成されています。

※公費による低所得者（第１〜３段階）の保険料軽減割合は、国が定める軽減の範囲内で保険者が定めます。社会保障と税の一体改
　革の一環として消費税の増税分をあてることとしているため、平成 27年度は第１段階のみの軽減となります。なお、平成 29年
　度に予定している第１段階の軽減拡大や第２・３段階の公費軽減は、消費税引上げ時の実施となります。
※老齢福祉年金…明治 44年４月１日以前に生まれた人などで、一定の所得がない人や他の年金を受給できない人に支給される年金です。
※合計所得金額…収入金額から必要経費に相当する金額（65歳以上の人の年金収入の場合は 120万円）を控除した金額のことで、
　　　　　　　　扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

介護保険料の基準額（平成27〜29年）が

年額63,000円（月額5,250円）になりました

基
準
額
っ
て
？

■問い合わせ　介護保険課　内線２２２

65歳
以上の人
（第１号被保険者）

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
た
ち
で
保
険
料
を
払
い
、
い
ざ
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
で
も
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
本
人
を
含
め
介
護
を
す
る
家
族
の
経
済
・
体
力
・
心
の
負
担
を
軽
く
し
、「
助
け
合
い
の
精
神
」
を
も
っ
て
支
え
合
う
制
度
で
す
。

生活保護を受けている

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階 第７段階 第８段階 第９段階

本人が市民税を納めている同じ世帯に市民税を納めている人がいる

老齢福祉年金を受給している

前年の合計所得金額+課税年金収入額
Ａ：80万円以下　Ｂ：80万超120万円以下
Ｃ：120万円超

前年の合計所得金額+課税年金収入額が80万円以下

前年の合計所得額
Ｄ：120万円未満　
Ｅ：120万円以上 190万円未満
Ｆ：190万円以上 290万円未満
Ｇ：290万円以上

はい

はい

はい
はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

Ａ Ｂ C Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

はい

スタート あ
な
た
の
保
険
料
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！�

平
成
29
年
高
齢
化
率

　
　
　
　

29
・
１
％
！

介護保険料
基 準 額
（年額）

＝
65歳以上の人数

×介護保険給付に係る費用
（利用者負担分を除く）

65歳以上の負担分
（22％）

介護給付費の

負担割合

40〜64歳
28％

22％

50％

65歳以上

公費
（国・県・市）

筑西市の現状 単位：人 単位：百万円

見
込
み

見
込
み

89
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辺り一面の桜に包まれ
地域のみなさんがお花見会

　４月４日、宮後地内で「宮桜の森
お花見会」が開催されました。
　宮桜の森には約 30 種類・500 本
もの桜が植えられていて、たくさんの
人が桜観賞とジャズバンド、女方玉三
郎ショー、歌謡ショー、カラオケ大会
などの催し物を楽しみました。また、
夜には夜桜と皆既月食の天体ショーが
見られ、楽しい１日を過ごしました。

果物のような甘さ！
スーパーフルーツトマト

　協和園芸開発（株）が、５年の歳月
をかけて独自の栽培法で開発した
「スーパーフルーツトマト」のＰＲの
ために須藤市長を訪問しました。
　このトマトは大玉で糖度が高いの
が特徴で、普通のトマトに比べ甘み
と酸味が濃厚で香りが強く、果肉も
しっかりしていて果物のような味わ
いです。

咲き誇る梅の花を観賞
  〜ヒロサワ梅まつり

　ザ・ヒロサワ・シティ（茂田）内の約
500本の梅が見頃を迎えた３月15日
と22日、梅まつりが開催されました。
　この日は咲き誇る紅梅・白梅を
見ようと市内外からたくさんの家族
連れが来場。無料で振る舞われた焼
きそばやバーベキューなどを味わい
ながら観梅し、楽しいひとときを
過ごしました。

村上太胤師をお招きして
　　　  　〜文化講演会

　市文化協議会下館支部（神
かみやま
山和

まさこ
子

支部長）主催の文化講演会「歴史に
学ぶ日本人のこころ」が、３月14日、
しもだて地域交流センター（アルテ
リオ）で開催されました。薬師寺副
住職・村

むらかみ
上太

たいいん
胤師のユーモアたっぷ

りのお話に、満員の会場は笑いに包
まれ、現代人が見失いがちな「こころ」
について見直す機会となりました。

全国のクラフト（工芸）
作品が筑西市に勢揃い

　３月28日・29日、下館運動公園
内の芝生広場で茨城クラフトフェア
実行委員会（諏

す わ
訪光

こういち
一代表）主催の

「第１回茨城クラフトフェア〜さく
らの木の下で〜」が開催されました。
　23 都府県から 105 組の人気ク
ラフト作家が作品を持ち寄り、来場
者は展示・販売や、ワークショップ
での作品作りなどを楽しみました。

桜満開・春らんまん
〜明野商工祭桜まつり

　４月５日、明野公民館中央広場で
筑西市商工会（大

おおはた
畑良

よし お
雄会長）主催

の「明野商工祭桜まつり」が、満開
の桜の下、開催されました。
　雨模様にもかかわらず、ふれあい
動物園や模擬店の出店、ステージで
はキッズダンス、歌謡ショー、和太
鼓演奏などが行われ、会場は訪れた
人たちの笑顔であふれていました。

まちのわだいまちのわだい

広　告
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「絆」大切に全員野球で
見事Ｖ　  茨城ガールズ

　２・３月に埼玉県で行われた「尚
美学園杯女子野球大会」で、関東近
郊参加８チームの中、見事優勝を果
たした女子学童野球選抜チーム「茨
城ガールズ」が、橋本県知事に結果
報告をするため県庁を訪れました。
　当市からは、小

おじま
島紫

しおん
恩さん（主将・

河間小）、赤
あか ぎ
城里

り な
奈さん（上野小）、

友
とも べ
部愛

あ い ら
羅さん（伊讃小）、田

たさ き
﨑彩

あ や の
乃

さん、（小栗小）中
なかむら
村姫

ひ な
奈さん（鳥

羽小）が出場。全員野球で戦い決勝
戦ではサヨナラホームランという
劇的な幕切れで優勝を飾りました。

関城中学校３年の櫻井涼さん、渡邉音亜さんが
リトルシニア全国選抜野球大会で活躍しました！

　関城中学校３年の櫻
さくらい
井涼

りょう
さんと渡

わたなべ
邉音

と あ
亜さんが所属

する「常総リトルシニア」が、３月 25 日〜 31 日に
京セラドーム大阪で行われた日本リ
トルシニア中学硬式野球協会主催の
「第21回日本リトルシニア全国選抜
野球大会」に出場しました。協会登
録チームは全国で約 560 チームほ
どあり、今大会には選抜された 48
チームが参加しました。

　２回戦で敗れはしましたが、２人とも全国大会での
大きな１勝に貢献しました。

渡邉音亜さん

櫻井涼さん

満開の桜の下、燃え上
がる炎に拍手喝采

　下館さくら祭り実行委員会（須
すとう
藤

仁
まさひろ
廣委員長）主催により、４月５日、

「第 27 回下館さくらまつり」が開
催されました。
　あいにくの空模様でしたが、会場の
下館駅南口のさくら商店街では大道
芸人の炎を使ったパフォーマンスな
どが行われ、来場者は満開の桜ととも
に楽しいひとときを過ごしました。

幽玄への誘
いざな

い
　〜第 22 回明野薪能

　4月4日、明野公民館大ホールで、
明野薪能実行委員会（古

こ た べ
田部光

みつのり
文

委員長）主催による「第 22回明野
薪能」が開催されました。
　今回は、ワークショップ型とし、
囃
はやし
子に使う楽器の紹介や衣装の着付
け方などが披露されました。
　また、地元の人たちによる大小鼓
連調「高砂」や狂言小舞「花の袖」、
人間国宝の大

おおくら
倉正

しょうのすけ
之助さんをはじめ

一流の能楽師による舞囃子「屋島」
「羽衣」などを披露。観客は幽玄の
美に引き込まれました。　

今年の吉凶を占う
　　　 〜雷神社湯立祭

　４月５日、樋口の雷
らい
神社で今年の

吉凶を占う「湯立祭」が行われました。
　湯立祭は、300 年以上続く神事
で、白装束の行者が、大釜で炊いた
湯に浸した笹の葉の束を頭上で振り
かざし、雷神のお告げを氏子に伝え
るものです。
　「７月19日、25日は大雷になる」
などと告げられました。

広　告
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�
第
15
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り

　

教
育
フ
ェ
ア
「
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン

　

テ
ス
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
」　

日
本
産
業

　

技
術
教
育
学
会
長
賞

　

木
村　

龍
汰
朗
（
下
館
北
中
２
年
）

�
関
東
甲
信
越
地
区
技
術･

家
庭
科
生
徒

　

作
品
展　

県
教
育
長
賞　

関
東
優
秀
賞

　

飯
島　

裕
樹
（
下
館
北
中
３
年
）

�
県
新
人
体
育
大
会
柔
道
団
体
の
部

　

優
勝

　

明
野
中
男
子
柔
道
部

　

尾
見
謙
介
（
２
年
）　

塚
田
大
稀
（
１
年
）

　

関
口
陽
介
（
２
年
）　

鈴
木
大
雅
（
２
年
）

　

大
吉　

慧
（
２
年
）　

小
菅
洋
紀
（
２
年
）

　

斉
藤
大
夢
（
２
年
）

�
県
新
人
体
育
大
会
柔
道
個
人
の
部

　
（
60
㎏
級
）
優
勝

　
小
菅　

洋
紀
（
明
野
中
２
年
）

�
第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

　

ス
ト
茨
城
県
大
会　

最
優
秀
賞

　

髙
濱　

礼
香
（
協
和
中
３
年
）

�
ゴ
ミ
散
乱
防
止
と
３
Ｒ
を
す
す
め
る
た

　

め
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
賞

　

増
田　

結
羽
（
協
和
中
３
年
）

�
第
16
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
発
明
展　
　

　

佳
作

　

齋
藤　

龍
揮
（
養
蚕
小
５
年
）

�
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
」
～
家
庭
で
話
そ
う
！
我
が
家
の

　

ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大

　

切
さ
～
三
行
詩　

佳
作
入
選

　

小
波　

映
太
（
関
城
西
小
１
年
）

�
第
58
回
茨
城
県
児
童
生
徒
科
学
研
究

　

作
品
展　

知
事
賞

�
第
51
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ

　

ス
ト
科
学
部
門　

財
団
科
学
賞　

　

岡
野　

栞
奈
（
大
村
小
６
年
）

　

谷
口　

比
奈
乃
（
大
村
小
６
年
）

　

荒
井　

海
翔
（
大
村
小
５
年
）

　

飯
島　

栄
祐
（
大
村
小
５
年
）　

　

中
山　

翔
睦
（
大
村
小
５
年
）

�
茨
城
県
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

　

会
主
催
「
い
じ
め
防
止
の
標
語
」

　

最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

　

石
嶋　

凜
（
上
野
小
５
年
）

�
茨
城
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
議
会
議
長
賞

�
第
62
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　

特
選

　

皆
川　

陽
奈
子
（
古
里
小
４
年
）

�
第
11
回
手
づ
く
り
絵
は
が
き
コ
ン　

　

ク
ー
ル　

特
別
賞

　

久
野　

さ
や
華
（
新
治
小
６
年
）

�
第
50
回
Ｊ
Ａ
共
済
茨
城
県
小
・
中
学　

　

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル　

金
賞

　
Ｊ
Ａ
茨
城
県
中
央
会
会
長
賞　

　

海
老
澤　

花
朋
（
新
治
小
１
年
）

�
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会

　

知
事
賞
（
第
１
位
）

�
第
36
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会

　

努
力
賞

　

上
野　

翔
太
郎
（
下
館
中
３
年
）

�
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン
ク
ー
ル

　

関
東
会
長
賞

�
第
74
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

　

安
達　

美
音
（
下
館
西
中
１
年
）

�
第
74
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

　

五
島　

日
香
理
（
下
館
西
中
３
年
）

�
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア　

　

統
一
テ
ー
マ
の
部　

義
務
教
育
部
会　

　

優
秀
賞

　

青
木　

萌
（
下
館
南
中
１
年
）

�
第
15
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り

　

教
育
フ
ェ
ア
「
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

技
術
分
野　

公
益
財
団
法
人
つ
く
ば
科

　

学
万
博
記
念
財
団
理
事
長
賞

�
「
読
ん
で
感
じ
た
考
え
た
！
」
新
聞

　

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

知
事
賞

　

粟
野　

遥
貴
（
下
館
小
６
年
）

�
「
読
ん
で
感
じ
た
考
え
た
！
」
新
聞

　

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

知
事
賞

　

谷
中　

咲
月
（
川
島
小
１
年
）

�
第
64
回
全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン　

　

ク
ー
ル
茨
城
審
査　

最
優
秀
賞

　

稲
川　

聖
英
（
養
蚕
小
３
年
）

�
茨
城
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文　

　

小
学
生
部
門
最
優
秀
賞

�
正
倉
院
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
私
た
ち

　

の
正
倉
院
」　

小
学
生
の
部
優
秀
賞

�
宇
宙
の
日
記
念
行
事
全
国
小
中
学
校

　

作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト　

作
文
の
部

　

優
秀
賞

�
小
学
生
「
夢
を
か
な
え
る
」
作
文
全

　

国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

�
第
17
回
「
木
の
家
・
こ
ん
な
家
に
住

　

み
た
い
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

農
林

　

水
産
大
臣
賞

　

髙
﨑　

利
基
（
養
蚕
小
６
年
）

�
小
学
生
「
夢
を
か
な
え
る
」
作
文
全

　

国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

�
第
16
回
地
球
・
夢
・
未
来
石
油
作
文

　

コ
ン
ク
ー
ル　

石
油
連
盟
広
報
委
員

　

長
賞

　

髙
﨑　

友
萌
（
養
蚕
小
６
年
）

◉
学
年
は
３
月
25
日
開
催
の
報
告
会
時
に
よ
る

◉
氏
名
は
敬
称
略

　
　
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、

　
　
県
や
全
国
で
入
賞
し
た
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
き
み
た
ち
へ

12



上う

え

の野
　
純じ

ゅ
ん

さ
ん

　
「
結
成
し
た
当
初
か
ら
、
地
元
で

や
っ
て
い
こ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
が
筑
西
市
・
結
城
市

出
身
と
地
元
が
近
く
、
既
に
３
人
、

就
職
し
て
い
た
の
で
」と
話
す
の
は
、

２
０
０
１
年
か
ら
活
動
す
る
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
「
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
」
の
作
曲
・
ギ
タ
ー

担
当
上
野
純
さ
ん
。

　

２
０
０
５
年
11
月
に
発
売
し
た
ア

ル
バ
ム
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｏ
ｌ
ｄ　

Ｄ

ａ
ｙ
ｓ
」
は
３
０
，
０
０
０
枚
以
上

を
売
り
上
げ
、
Ｚ
ｅ
ｐ
ｐ　

Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
な
ど
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
「
と
く
に
地
元
で
の
活
動
に
不
便

を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。
む
し
ろ
定
職
に
就
か
ず
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
東
京
で
夢
を
追
う

よ
り
も
、
音
楽
を
す
る
時
間
が
取
れ

る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
実
際
、
筑
西

市
は
東
京
に
行
こ
う
と
思
え
ば
数
時

間
で
行
け
ま
す
し
、
ち
ょ
う
ど
僕
ら

が
バ
ン
ド
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
イ
ン

人輝く

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
、
地
方
か

ら
音
楽
を
発
信
す
る
こ
と
が
身
近
に

な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
。
僕

ら
が
こ
こ
ま
で
続
い
た
の
は
、
自
分

た
ち
の
状
況
と
時
代
に
あ
っ
た
選
択

を
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

結
成
当
時
を
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
上
野
さ
ん
は
、
現
在
も
筑

西
市
で
仕
事
を
し
、
３
人
の
お
子
さ

ん
を
持
ち
な
が
ら
バ
ン
ド
活
動
・
楽

曲
制
作
を
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

の
学
校
行
事
に
参
加
し
た
と
き
な
ど

に
、
昔
の
自
分
自
身
や
自
分
の
親
は

こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
、
と

感
じ
る
こ
と
で
曲
が
で
き
た
り
す
る

ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
感
情
は

や
っ
ぱ
り
自
分
が
育
っ
た
場
所
だ
か

ら
こ
そ
当
時
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
、
懐
か
し
さ
や
時
代
の
流

れ
を
感
じ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
仕
事
と
家
庭
あ
り
き
」
が

モ
ッ
ト
ー
だ
と
い
う
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
。

２
０
０
６
・
２
０
０
７
年
が
バ
ン
ド

に
と
っ
て
の
転
機
だ
っ
た
そ
う
で

す
。「
Ｃ
Ｄ
が
売
れ
て
、
バ
ン
ド
の

（
春
日
町
・
34
歳
）

地元で、仕事をして、家庭をもったからこそ
続けてこられた音楽活動

地
元
に
住
み
な
が
ら
バ
ン
ド

活
動
を
す
る
き
っ
か
け

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
生

ま
れ
る
音
楽

「
家
族
・
職
場
・
事
務
所
」
周

り
の
助
け
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

活
動
を
自
分
た
ち
で
管
理
し
き
れ
な
く

な
り
、
仕
事
面
で
も
多
忙
な
時
期
で
、

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ

の
時
に
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
家
族
や
職

場
の
助
け
が
あ
り
、
事
務
所
も
『
バ
ン

ド
の
管
理
は
自
分
た
ち
で
や
り
た
い
』

と
い
う
意
向
を
汲
ん
で
く
れ
た
か
ら
こ

そ
、こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

と
、
周
り
の
助
け
や
理
解
に
よ
る
力
の

大
き
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
目
標
は
な
い
ん
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
筑
西
市
で
、
10
代
の
頃
夢

み
て
い
た
よ
う
な
自
分
た
ち
３
人
に
し

か
作
れ
な
い
楽
曲
を
作
り
、
Ｃ
Ｄ
を
出

し
て
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
ブ
を
し
て
、

こ
の
ま
ま
生
涯
『
Ｔ
Ｏ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
』
と
し
て
や
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
考

え
、
常
に
僕
ら
ら
し
い
、
新
し
い
音
楽

を
作
れ
る
よ
う
勉
強
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
力
強
く
語
る
上
野
さ
ん
の

表
情
は
、
音
楽
へ
の
真
摯
な
思
い
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

TOO CLOSE TO SEE
2001年から活動する３人組
ロックバンド。2013年12月に
３rd アルバム「ＤＡＹＳ
ＡＬＩＶＥ」を発売。

【メンバー（敬称略）】
吉波貴生（ボーカル／ベース）
上野純（ギター／コーラス）
宮崎隼一（ドラム）

【ホームページ】
CATCH ALL RECORDS
http://catchallcorp.com

今
後
も
地
元
か
ら
音
楽
発
信
を
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竹
たけうち
内　啓

けいこ
子   さん（舟生）

楽しみながら体を動かすこと
ができるＡＳＫに興味を持っ
た方、運動を始めるきっかけ
に一緒に参加してみませんか。

　

｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
館
西｣

は
平
成

20
年
２
月
、
県
体
育
協
会
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
有
志
で
約
２
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
（
ア
ス
ク
）｣

と
い
う
名
称
の
由
来

は
、
明
野
、
関
城
、
下
館
、
協
和
の
ロ
ー
マ
字

の
頭
文
字
を
並
べ
、
さ
ら
に
日
本
語
訳
の｢
尋

ね
る
、
求
む
、
求
め
る
、
招
待
す
る｣

の
意
味

に
掛
け
た
も
の
で
す
。｢

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す｣

と
の
理
念

を
踏
ま
え
、
世
代
を
越
え
て
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
数
は
約
50
人
で
、
１
番
最
初
の

会
員
は
、
発
足
記
念
式
典
で
講
演
を
し
て
い
た

楽
し
み
な
が
ら
健
康
、
地
域
づ
く
り

｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
館
西｣

を
ご
存
知
で
す
か
？

下
館
総
合
体
育
館
を
拠
点
に
活
動
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
館
西｣

を
紹
介
し
ま
す

だ
い
た
競
歩
の
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
・
喜き

多た

（
旧
姓
＝
川か

わ
﨑さ

き
）
真ま

裕ゆ

美み

さ
ん
で
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｋ
の
主
な
活
動
場
所
は
下
館
総
合
体

育
館
で
、
毎
週
木
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
か

ら
、
会
員
が
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
を
自
由
に

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
具
や
備
品

は
用
意
さ
れ
て
い
て
、誰
も
が
、誰
と
で
も
、

気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
や
ヨ
ガ
、
太
極
拳

教
室
と
曜
日
ご
と
に
自
由
に
参
加
で
き
、
年

２
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ス

キ
ー
教
室
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
取
材
し
た
と
き
は
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

教
室
の
日
で
、
会
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
、
先
生
の
指
導
の
と
お
り
、
激
し
い
動

き
で
は
な
く
無
理
な
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

普
段
動
か
し
て

い
な
い
筋
肉
や

内
臓
ま
で
ど
っ

と
疲
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た

が
、
終
わ
っ
た

後
は
と
て
も
す

が
す
が
し
く
、

楽
し
く
運
動
で

き
ま
し
た
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
に
は

最
高
の
場
所
と
し
て
、
こ
こ
で
の
運
動
を
毎

週
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
年
配
の
人
は
、

「
若
者
と
一
緒
に
お
話
で
き
る
の
も
楽
し
い
」

と
言
い
、体
験
見
学
さ
れ
て
い
た
人
は
、「
勝

負
に
こ
だ
わ
ら
ず
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
の

が
良
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一

人
で
も
参
加
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
ひ
と
つ

か
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
機
会
や
場
所
が

減
り
、
屋
外
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
も

見
か
け
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
館
西｣

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
の
桜さ

く
ら
い井

芳よ
し
あ
き明

会
長
に
よ
れ
ば
、｢

今
後

は
昼
間
の
時
間
帯
で
も
活
動
し
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
年
を
重
ね
て
い
く
ご
と
に
少
し
の
段
差
で

つ
ま
づ
い
た
り
と
、
筋
肉
の
衰
え
に
び
っ
く

り
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
自
分
の
足

で
い
つ
ま
で
も
歩
き
た
い
と
思
う
、
そ
ん
な

思
い
に
答
え
て
く
れ
そ
う
な｢

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
館
西｣

で
し
た
。

あ
な
た
も
Ａ
Ｓ
Ｋ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

■
入
会
申
込
み
は
Ａ
Ｓ
Ｋ
事
務
局
☎
28　
５
０
４
０
へ
。
Ｐ
20
『
暮
ら
し
の
情
報
』
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｜

広　告
14



わ が 家 の
ア イ ド ル

ちゃん中
なかまる

丸  愛
ら ら

來 ちゃん枝
えだ

  ゆき帆
ほ

くん後
ご と う

藤  恭
きょうすけ

佑 くん深
ふ か や

谷  凜
り ん と

翔 ちゃん石
いしかわ

川  葵
あ い な

梨くん池
いけざわ

澤  和
か ず き

樹
（稲荷町）５  月    日生15 （井出蛯沢）５  月    日生16 （布川）５  月    日生16 （門井）５  月    日生16 （関本上）５  月    日生17（笹塚）５  月    日生15

ちゃん杉
すぎやま

山  結
ゆ い

衣 ちゃん早
は や せ

瀬  美
み ら ん

蘭 ちゃん吉
よ し だ

田 菜
な の は

乃羽くん坂
さかいり

入  玲
れ お ん

音      永
ながさわ

澤  咲
さ あ や

彩ちゃん くん箱
はこもり

守  有
ゆ う し

志
５ （伊讃美）  月    日生11 （市野辺）５  月    日生11 ５ （下川島）  月    日生13５ （小川）  月    日生13５ （森添島）  月  日生 ９ ５ （下中山）  月  日生 ９

くん川
かわむら

村  惺
せ な

絆 くん瀬
せ ば た

畑  一
いっせい

星 武
た け だ

田  桃
も も か

佳ちゃん くん塚
つかこし

越　蓮
れん

鈴
す ず き

木  芽
め い

結ちゃん 深
ふ か や

谷  初
は つ め

芽ちゃん
５ （関本下）  月  日生 ７ ５ （玉戸）  月  日生 ７ ５ （桑山）  月  日生 ７ ５ （西方）  月  日生 ７ ５ （関本上）  月  日生 ８ ５ （小栗）  月  日生 ８

くん海
え び さ わ

老澤 虎
た い が

河 くん道
みちかわ

川　陸
りく

くん河
かわぞえ

添  光
こ う き

希 くん内
う ち た

田  陽
は る と

登くん上
かみかわ

川　佑
たすく

くん渡
わたなべ

辺  輝
か な た

向
５ （直井）  月    日生20 ５ （下野殿）  月    日生20 ５ （東石田）  月    日生21 （荒町）５  月    日生28（東榎生）５  月    日生17 ５ （幸町三丁目）  月    日生24

くん武
た け い

井  颯
そ う た

汰  くん田
た じ ま

島  颯
そうりゅう

琉    ちゃん早
は や せ

瀬  琉
る か

花
５ （押尾）  月    日生30５ （下川島）  月    日生28 （直井）５  月    日生30

　平成 26 年７月生まれ
のお子さんの写真を募集
しています。写真裏面に
①お子さんの氏名・ふり

がな・生年月日・性別②保護者氏名・
郵便番号・住所・電話番号を明記し、
５月29日（金）までに広報広聴課へ。

★写真選びのポイント★

①顔が切れていないもの。
②顔が小さすぎないもの。
③明るい場所で撮られたもの。

丸く
抜きます

ちゃん塚
つ か だ

田　明
めい

ちゃん鎌
か ま だ

田  結
ゆ う こ

子 くん猪
い の

野  涼
りょうた

太 岩
い わ み

見  恵
え な

那ちゃん
５ （樋口）  月  日生 ２５ （樋口）  月  日生１ ５ （茂田）  月  日生 ３ ５ （中舘）  月  日生６
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中 央 図 書 館明 野 図 書 館

中
央
図
書
館　
ブ
ッ
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
開
催
日
＝
５
月
31
日
（
日
）
ま
で

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館

▼
内
容
＝
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
の
お
す
す
め
本

を
展
示
し
ま
す
。

中
央
図
書
館　
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
昔
ば
な
し

▼
日
時
＝
５
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

▼
内
容
＝
み
ん
な
が
知
っ
て
る
昔
ば
な
し
を

英
語
と
日
本
語
で
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

中
央
図
書
館　
こ
ど
も
シ
ネ
マ

▼
日
時
＝
５
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

▼
内
容
＝
『
く
も
り
と
き
ど
き
ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
』（
90
分
）　

明
野
図
書
館　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

視
聴
覚
室
を
幼
児
と
保
護
者
に
開
放
し
ま

す
。お
も
ち
ゃ
や
絵
本
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
６
日・13
日・20
日・27
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

明
野
図
書
館　
お
は
な
し
会

▼
日
時
・
場
所

５
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
～
・
児
童
室

５
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
～
・
児
童
室

５
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～
・
視
聴
覚
室

明
野
図
書
館　
春
の
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り

▼
日
時
＝
５
月
２
日
（
土
）
～
５
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時（
５
日
は
５
時
ま
で
）

▼
場
所
＝
明
野
図
書
館
視
聴
覚
室

▼
内
容
＝
本
や
絵
本
に
加
え
、
春
は
雑
誌
も

リ
サ
イ
ク
ル
。
な
く
な
り
次
第
終
了
。

明
野
図
書
館　
こ
ど
も
読
書
週
間
企
画

『
本
は　
キ
ラ
キ
ラ　
万
華
鏡
』

▼
開
催
日
＝
５
月
10
日
（
日
）
ま
で

▼
受
付
場
所
＝
明
野
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
①
本
を
借
り
た
子
に
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
配
布
（
１
冊
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
１

個
。ス
タ
ン
プ
10
個
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

②
絵
本
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
全
問
正
解
す
る

と
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
対
象
＝
①
小
学
生
以
下　
②
０
〜
12
歳
で

「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
人
（
１

人
１
回
）

▼
参
加
費
＝
無
料

※
図
書
利
用
カ
ー
ド
作
成
希
望
者
は
、
作
成

す
る
人
又
は
保
護
者
の
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め
本
紹
介

ちびっこゴリラ、ほんとうにほんとう？
文／ナディーヌ・ロベール
絵／グウェンダル・ル・ベック【ＢＬ出版】
ちびっこゴリラは、ツルさんからたまごをもらい
ました。ダチョウさんにもらったはねで、たまご
をくるんではこびます。ところが、遠くで見てい
たサルたちがたまごを盗んだと騒ぎ出し…。

山野草の呼び名辞典　由来がわかる
文・写真／亀田龍吉【世界文化社】

エンレイソウ、アヤメ、アキカラマツ…。低山か
ら高原などで見られる身近な 80の山野草を取り
上げ、呼び名と由来を紹介。白地の全体写真と生
態写真を組み合わせた、分かりやすい構成の辞典。

医者になりたい　夢をかなえた四人の女性

作／島田和子　絵／北住ユキ【新日本出版社】

日本初の公許女医第一号・萩野吟子、東京女子医
科大学の創立者・吉岡弥生…。「女に学問はいら
ない」と言われた時代、強い意志とバイタリティ
で夢をかなえた女性たちの生きかたを描く。

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

関
城
分
館

協
和
分
館

☎
24

−

３
５
３
０

☎
52

−

２
４
６
６

☎
37

−

６
６
２
６

☎
57

−

２
５
１
５

（
下
岡
崎
１

−

11

−

１
）

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

−

７
）

（
関
本
上
１
４
７
０
）　

（
門
井
１
９
６
２

−

２
）

５
月
の
休
館
日

問
い
合
わ
せ

　
　
11
日
・
18
日
・
25
日
（
月
）

著／細見貴子【KADOKAWA】

シンプルとは、価値観に迷いがないこと。パリス
タイルを得意とするインテリアデザイナーが、20
年間顧客セレブリティに接する中で学んだ、満た
された生活のためのヒントを紹介する。

上質な人はシンプルに暮らす
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カルチャー講座
受講生募集６月開講

知ろう！ 学ぼう！ やってみよう！
■対　象　市内在住者又は在勤者
■申込み　５月 17日（日）までに、各公民館に
　　　　　電話又は来館して直接申込み。
※応募多数の場合抽選となります。応募が少数の場合は、開
　 催しない場合もあります。
※４月 27 日（月）・５月７日（木）・11 日（月）は休館日です。
※日程は変更になる場合もあります。

●関本公民館　　　☎３７−６６２６

●河内公民館　☎３７−６５５６ ●黒子公民館　　☎３７−６８０９

●明野公民館　　　☎５２−５３３３

●協和公民館　　　☎５７−２５１５

●しもだて地域交流センター　　　☎２３−１６１６

七宝焼
第１・３水曜日　10:00 〜 12:00
講師：島田文江　定員：10 人

（10回） ペン習字
第１・３水曜日　13:30 〜 15:30
講師：簗岳遊　定員：20 人

（10回）パッチワーク
第１・３火曜日　13:00 〜 15:00
講師：成田幹子　定員：15 人

（10回）

フラワーアレンジメント
第１・３木曜日　10:00 〜 12:00
講師：松崎正明　定員：15 人

（10回） ヨガ
第１・３金曜日　10:00 〜 11:30
講師：大町美智子　定員：50 人

（10回）着付け＆マナー
第１・３火曜日　10:00 〜 12:00
講師：小久保治美　定員：10 人

（10回）

家庭菜園
６〜 10 月の土曜日
９:00 〜 11:30
講師：齋藤行正　定員：15 人

（10回以上）血液サラサラ！おいしい！
ヘルシー料理教室
第１水曜日 9:30 〜 11:30
講師 : 市村享子　定員 15 人

（10回）
和菓子作り
第２火曜日
9:30 〜 11:30
講師：鈴木節子  定員：15 人

（10回） 初心者のそば打ち
６月７日・21 日（日）、７月５日（日）
９:00 〜 11:00
講師：和田次男　定員：５人

（前期３回）

着物着付け
第２・４水曜日　10:00 〜 12:00
講師：飯泉昌代　定員：10 人

（14回） 雅流四つ竹健康おどり
第２・４金曜日　13:30 〜 15:30
講師：近藤ひろ子　定員：20 人

（14回）おりがみ
第２・４木曜日　13:30 〜 15:30
講師：山内牧子　定員：15 人

（14回）

初心者のパッチワーク講座
第１・３火曜日　10:00 〜 12:00
講師：物井裕恵　定員：15 人

（14回） パン・スイーツ作り
第１水曜日　12:00 〜 15:00
講師：赤荻悦子　定員：９人

（７回） 家族のための料理
第２土曜日　10:00 〜 12:00
講師：中山こう子　定員：12 人

（７回）

中華と西洋料理
第４水曜日
９:30 〜 12:00
講師：川上貴子  定員：12 人

（10回） 植物水彩画(細密画 )
６〜７月は第２・４土曜日   
８〜１月は第４土曜日
９:30 〜 11:30
講師：和田泰子  定員：15 人

（10回） 西洋書道(カリグラフィー)
第１・３木曜日
9:30 〜 11:30
講師：長尾真子  定員：15 人

（10回） 初心者の手編み
おおむね第２・４金曜日  
13:30 〜 15:30
講師：飯野文江　定員：15 人

（15回）

英語で遊ぼうforキッズ
月２回土曜日　10:00 〜 11:30
対象：小学１〜３年生
講師：市塚亜希　定員：30 人

前期（８回） 版画・水彩画
おおむね第１・３土曜日　９:30 〜 11:30
講師：横山浩也　定員：24 人

（18回）油絵 (洋画 )
おおむね第１・３土曜日　13:30 〜 15:30
講師：飯泉俊夫　定員：20 人

（15回）

茶道
おおむね第２・４日曜日　13:30 〜 15:30
講師：荒井宗美　定員：10 人　

石州流（16回） わが家の名カメラマン
第１・３土曜日　９:30 〜 12:00
講師：長谷川惠一　定員：20 人

（18回） 絵手紙
第１・３木曜日　13:30 〜 15:30
講師：柳谷信子　定員：20 人

（10回）

筑西郷土史
第２土曜日・第４日曜日　13:30 〜 16:30
講師：桐原光明　定員：35 人

（18回）パッチワーク
第１・３水曜日　10:00 〜 12:00
講師：成田幹子　定員：15 人

（10回） つるし雛
おおむね第２・４木曜日　9:30 〜 11:30
講師：古橋和代　定員：15 人

（12回）
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▼
投
票
日
時
＝
５
月
７
日
（
木
）
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時　

▼
投
開

票
場
所
＝
川
島
出
張
所　

▼
総
代
定

数
＝
30
人　

▼
立
候
補
受
付
＝
４
月

30
日
（
木
）・
５
月
１
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▼
立
候

補
受
付
場
所
＝
伊
讃
美
ケ
原
記
念
揚

水
土
地
改
良
区

問
市
選
挙
管
理
委
員
会 

内
線
３
３
２

伊
讃
美
ケ
原
記
念
揚
水
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　

☎
28

－
３
６
８
６

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開

条
例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

問
総
務
課　
　
　
　
　

内
線
３
３
３

　

３
月
を
も
っ
て
下
館
・
関
城
地
区

13
校
の
自
校
式
学
校
給
食
が
廃
止
と

な
り
、
４
月
か
ら
新
し
い
下
館
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
供
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
校
式
学
校
給
食
調
理
場
で
使
用

し
て
い
た
包
丁
・
ざ
る
等
の
調
理
備

品
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
自

治
会
、
市
民
の
会
、
地
区
公
民
館
、

女
性
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
公
共
性
の
高

い
団
体
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
無
償
で

譲
渡
し
ま
す
。（
移
設
費
用
等
は
ご

負
担
く
だ
さ
い
）

　

要
望
す
る
団
体
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
学
校
給
食
課
の
ペ
ー
ジ
に
備

品
等
の
一
覧
、
申
請
書
式
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
校
に
は
直
接
問
い
合
わ
せ
で
き

ま
せ
ん

申
問
学
校
給
食
課 

☎
54

－

７
０
１
２

　

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
の
課
税

（
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
・
二
輪
車
）
の
引
上
げ
が
平
成

28
年
度
課
税
に
延
期
に
な
り
ま
す
。

※
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
度
税
制
改
正
の
と

お
り
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
新
規

登
録
は
税
率
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

問
課
税
課　
　
　
　

 

内
線
４
７
４

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

2015

案

内

▶防災行政無線で放送した内容
を再度聞くことができます。
問防災安全課  ☎内線３６８・３６９

０１２０−０２９６−９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

自
校
式
調
理
場
廃
止
に
伴
う
調

理
備
品
等
の
譲
渡
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お

知
ら
せ

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情

報
保
護
条
例
の
施
行
状
況

伊
讃
美
ケ
原
記
念
揚
水

土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙

５.１

個人情報保護
20 件

17 件
１件

０件
２件
０件

情報公開
29 件

13 件
10 件

３件
３件
１件
６件

区分
開示請求

開示請求に対する決定
①全部開示の決定
②一部開示の決定 
( 一部不存在を含む）
③不開示の決定
④不存在

異議申立て
開示申出

５月の納期

納期限：６月１日（月）

軽自動車税（全期）
問課税課  内線４７４

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定
め

ら
れ
た
農
用
地
区
域
か
ら
の
変
更（
除

外
）
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
資
料

を
持
参
し
事
前
に
農
政
課
ま
で
ご
相

談
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
５
月
８
日
（
金
）
～ 

25

日
（
月
）
▼
申
請
書
類
の
提
出
部
数

=

正
本
１
部
、
副
本
３
部　

▼
申
込

み=

申
請
書
を
農
政
課
又
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
農
政
課

（
ス
ピ
カ
４
階
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
問
農
政
課　

☎　

20

－

１
１
６
１

農
用
地
区
域
の
除
外
申
出

を
受
け
付
け
ま
す

　納税に便利な口座振替を
ご利用ください。手続は、
金融機関の届出印を持参の
うえ収税課（内線４４４）
又は市内の金融機関まで。
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ね
65
歳
以
上
の
人　

▼
定
員
＝
竹

（
籐と
う

）
工
芸
：
10
人
／
革
工
芸
：
14

人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
費

用
＝
無
料（
材
料
費
等
は
別
途
必
要
）

▼
申
込
み
＝
５
月
11
日
（
月
）
ま
で

に
高
齢
福
祉
課
・
各
支
所
・
川
島
出

張
所
へ

申
問
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
４
・
２
２
７

　

県
で
は
、
国
内
・
海
外
調
査
研
修

を
通
し
て
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ

の
参
画
や
、
地
域
に
お
い
て
核
と
な

り
、
活
動
の
参
加
な
ど
を
目
指
す
女

性
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
研
修

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
研
修
期
日
＝
①
海
外
調
査
研
修

（
欧
州
方
面
１
か
国
）：
11
月
予
定（
６

日
間
程
度
）
②
国
内
調
査
研
修
：
４

回
程
度　

▼
対
象
＝
日
本
国
籍
を
有

し
、
県
内
に
５
年
以
上
居
住
し
て
い

る
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
満
30
歳

以
上
満
63
歳
以
下
の
女
性
（
書
類
及

び
面
接
等
に
よ
る
選
考
有
り
）
▼
定

員
＝
15
人
程
度　

▼
費
用
＝
25
万
円

程
度
（
市
か
ら
５
万
円
補
助
有
り
）

▼
申
込
み
＝
５
月
24
日
（
日
）
ま
で

に
市
民
協
働
課
へ
（
応
募
用
紙
は
市

民
協
働
課
に
有
り
ま
す
）

申
問
市
民
協
働
課
（
月
曜
休
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

１
６
０
０

い
ず
れ
の
会
場
も
…
▼
対
象
＝
１
～

６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

【
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア

ル
テ
リ
オ
）】

▼
日
時
＝
５
月
13
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時　

▼
内
容
＝
親
子
で

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う　

▼
定
員
＝

30
組
程
度　

▼
参
加
費
＝
親
子
1
組

２
０
０
円
（
保
険
・
昼
食
込
）
▼
申

込
期
限
＝
５
月
８
日
（
金
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
下

館
支
部　

野
澤　

☎
24

−

８
３
８
３

【
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
５
月
13
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

▼
内
容
＝
友
達
に

な
ろ
う　

▼
定
員
＝
30
組
程
度　

▼

参
加
費
＝
親
子
1
組
２
０
０
円　

▼

申
込
期
限
＝
５
月
８
日
（
金
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
協

和
支
部　

飯
村　

☎
57

−

２
５
７
０ 

☎
０
８
０

−

５
４
２
６

−

０
３
８
６

【
明
野
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
５
月
８
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

▼
内
容
＝
子
ど
も

が
健
康
に
育
つ
た
め
の
食
育
を
考
え

る
（
栄
養
士
の
講
話
／
子
ど
も
は
女

性
会
員
と
遊
ぶ
）
▼
定
員
＝
親
子
15

～
20
組
程
度　

▼
参
加
費
＝
親
子
１

組
２
０
０
円　

▼
持
参
品
＝
昼
食
材

料
（
米
、
カ
レ
ー
用
野
菜
）

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
明

野
支
部　

広
瀬　

☎
52

−

３
８
０
２

明
野
公
民
館　
　

☎
52

−

５
３
３
３

【
マ
マ
に
な
る
前
に
知
っ
て
お
こ
う
、

「
大
事
な
食
事
と
歯
に
つ
い
て
」】

　

栄
養
価
の
高
い
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ

と
具
だ
く
さ
ん
の
野
菜
ス
ー
プ
を
食

べ
な
が
ら
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
５
月
７
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午　

▼
場
所
＝
明
野
保

健
セ
ン
タ
ー
（
あ
け
の
元
気
館
内
）

▼
持
参
品
＝
母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物

申
問
健
康
づ
く
り
課
☎
22

−

０
５
０
６

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

　

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
（
竹
籐と

う

工
芸
・
革
工
芸
）
講
座
生
を
再
募
集

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
～
平
成
28
年
３
月

（
お
お
む
ね
月
２
回
）竹（
籐と
う

）工
芸
：

第
２
・
４
木
曜
日
／
革
工
芸
：
第
１
・

３
金
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

▼

場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小

林
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
お
お
む

募

集

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業

講
座
生

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
い

ば
ら
き
２
０
１
５
研
修
員

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ

る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

　市では不妊治療を受けたご夫婦に、
治療費（保険外診療）の一部を助成します。

筑西市不妊治療費助成事業平成27年度

【対象となる治療】体外受精及び顕微授精（保険適用外の特定不妊治療）
【助成内容】１回の特定不妊治療に要した費用のうち、県から受け
た助成金額を差し引いた額について、５万円を限度に助成します。

（年度内１組２回まで）
【対象となる夫婦】次の全ての要件に該当している人が対象です。
①法律上の婚姻をしている夫婦であること
②�夫婦とも又は一方が、申請する日において市内に引き続き１年以

上住所を有すること
③�茨城県不妊治療費補助金の交付の決定を受けていること（平成

27 年度の決定を受けていること）
④市税を完納していること
【申請方法】筑西保健所の茨城県不妊治療費助成事業補助金交付決
定を受けた後、できるだけ 30 日以内に下記の必要書類を持参し申
請窓口（健康づくり課）で申請書を記入してください。（やむを得
ず期限を過ぎる場合はご相談ください）
【申請に必要な書類】
①�平成 27 年度茨城県不妊治療費補助金交付決定及び額の確定通知

書のコピー
②申請者本人名義の通帳（夫婦どちらかの通帳）
③印鑑（シャチハタ不可）
【申込み・問い合わせ】

健康づくり課（スピカ３階）☎２２－０５０６
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今
年
で
17
回
目
と
な
る
「
や
っ
ぺ

え
」
は
、
筑
西
広
域
圏
（
結
城
市
、

筑
西
市
、
桜
川
市
）
の
一
体
感
の
醸

成
を
目
的
と
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

実
行
委
員
会
に
は
各
地
域
か
ら

様
々
な
職
業
、
年
齢
の
人
が
参
加
し

て
お
り
、
地
域
を
越
え
た
交
流
に
新

た
な
親
睦
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
日
間
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
活
か

し
、
や
っ
ぺ
え
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
５
月
頃
か
ら
イ
ベ
ン
ト
当

日
ま
で
必
要
に
応
じ
て
開
催
／
午
後

７
時
30
分
～
９
時
前
後　

▼
場
所
＝

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
各
施

設
（
消
防
本
部
・
県
西
総
合
公
園
・

筑
西
遊
湯
館
）
▼
対
象
＝
①
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

積
極
的
に
活
動
で
き
る
人　

②
筑
西

広
域
圏
（
結
城
市
・
筑
西
市
・
桜
川

市
）
在
住
で
満
20
歳
以
上
の
人　

③

夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
（
必

要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
）
▼
募
集
人

数
＝
人
数
問
わ
ず
（
昨
年
度
の
実
行

委
員
30
人
）
▼
申
込
方
法
＝
指
定
の

申
込
書
を
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
事
務
局
企
画
財
政
課
企
画
グ
ル

ー
プ
（
直
井
１
０
７
６
）
ま
で
郵
送
・

日
時
＝
５
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア
ル
テ
リ
オ
）

▼
定
員
＝
30
人
程
度　

▼
参
加
費
＝

５
０
０
円（
事
前
申
込
者
３
０
０
円
）

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

　
　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

−

３
３
８
６

☎
０
８
０

−
１
０
９
０

−

５
７
４
８

【
市
民
ウ
ォ
ー
ク　
５
月
３
日（
日
）】

▼
集
合
＝
ペ
ア
ー
ノ
（
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）・
午
前
８
時

【
下
妻
イ
オ
ン
館
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
３
キ
ロ
）
５
月
６
日
（
水
・
祝
）】

▼
集
合
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト
（
ゲ

ー
ト
Ｃ
と
Ｄ
の
中
間
）・
午
前
10
時

▼
参
加
費
＝
無
料
（
イ
オ
ン
か
ら
の

提
供
品
有
り
）
※
第
１
水
曜
日
開
催

申
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

　
　
　
　
　
　
　

☎
30

−

１
７
０
０

【
県
西
総
合
公
園
ウ
ォ
ー
ク
（
６
キ

ロ
／
団
体
歩
行
）
５
月
10
日
（
日
）】

▼
集
合
＝
県
西
総
合
公
園
・
午
前
９

時【
総
会
プ
レ
ウ
ォ
ー
ク　
５
月
24
日

（
日
）】

　

参
加
費
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
毎
月
第
２・４
金
曜
日　
筑
波
山
ハ

イ
キ
ン
グ
】

　

３
時
間
か
け
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し
ょ
う
。

▼
集
合
＝
筑
波
山
神
社
社
務
所
前
・

午
前
９
時　

▼
参
加
費
＝
無
料

※
現
地
が
登
下
山
予
定
時
間
帯
に
降

雨
予
報
の
場
合
は
中
止

申
問
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
連
合
会

　
　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

−

３
３
８
６

☎
０
８
０

−

１
０
９
０

−

５
７
４
８

▼
日
時
＝
５
月
28
日
（
木
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ

オ
）
２
階
練
習
室　

▼
定
員
＝
15
組

（
生
後
３
か
月
以
上
の
親
子
）
▼
持

参
品
＝
飲
み
物

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み

北
原

☎
０
９
０

−

８
８
１
６

−

９
９
９
６

【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
事
業
】

　

27
年
度
シ
リ
ー
ズ
第
２
回　

▼
講

師
＝
宮
本
朔
夫
氏
（
元
下
館
市
文
化

財
保
護
審
議
委
員
、
市
史
資
料
集
編

纂
委
員
）
▼
演
題
＝
吉
田
松
陰　

▼

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ビーチボールバレー
等の軽スポーツ、バランスボール教室、太極
拳教室を行っています。見学大歓迎！》

【日時】５月 14日・21日・28日（木）１日・
15日・29日（金）午後 7時〜

【場所】下館総合体育館　
【年会費】小・中学生 4,000 円　高校生・一
般5,000円（クラブ年会費、保険料含む）　

【持参品】体育館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局
（下館総合体育館内）☎２８−５０４０

筑 西 遊 湯 館

◉ジュニア水泳教室
幼児コース：毎週火・金曜日
午後３時 30分〜４時 30分
学童・育成コース：毎週月〜金曜日（木曜日除く）
午後４時 30分〜６時 30分（各１時間）

◉テコンドー教室
ジュニアⅠ・Ⅱクラス（小学～高校生）: 毎週
火曜日
午後 5時 30分～ 7時 10分（各 1時間）
シニアクラス（中学生～大人）: 毎週火曜日
午後７時 20分～８時 20分 

◉「カルチャー教室」開講
日時：４月から各種講座（種別）
　　　午前 10時 30分～
内容：クラシックギター、英会話、大正琴、
社交ダンス、絵画　その他

筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト「
や
っ

ぺ
え
」
実
行
委
員

母
親
支
援
・
子
育
て
支
援

「
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

「
歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を

中
心
に
）
㊾
」

体験見学受付中！

筑西遊湯館（第２・４木曜日休館）
☎３３−５１５１

問

20



Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

込
み　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
末
ま
で

▼
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
（
予
定
）
＝
10

月
又
は
11
月
（
実
行
委
員
会
で
今
後

決
定
）
※
実
行
委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
た
め
、
報
酬
・
交
通
費
等
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
問
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
事
務
局
企
画
財
政
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

７
９
７
９

【
あ
そ
び
の
広
場　
子
育
て
講
演
会
】

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
水
）
午
前
10

時
～
11
時
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分

～
10
時
）
▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
小
林
）
２
階　

▼
対
象
＝

あ
そ
び
の
広
場
登
録
済
の
０
歳
～
と

そ
の
保
護
者
（
先
着
親
子
80
組
）
▼

内
容
＝
親
子
ふ
れ
あ
い
か
ら
だ
ほ
ぐ

し
遊
び　

▼
講
師
＝
倉
持
理
佐
氏

（
茨
城
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟
理
事
）

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
持
参
品
＝
飲

み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
外
履
き
靴

用
の
袋
）、
室
内
用
靴
（
親
子
と
も
）

▼
申
込
み
＝
４
月
22
日
（
水
）
〜

申
問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

☎
52

－

２
５
０
５

【
子
育
て
か
ら
幸
せ
に
〜
安
心
感
の

行
き
交
う
関
係
と
は
？
〜
】

▼
日
時
＝
５
月
13
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
関
城
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
藤
ケ
谷
）　

▼
講
師
＝

西
川
み
ゆ
き
氏
（
日
本
抱
っ
こ
法
協

会
公
認
ホ
ル
ダ
ー
）
▼
参
加
費
＝
１

組
５
０
０
円　

※
お
子
様
連
れ
歓
迎

申
問
の
の
は
な
自
然
育
児
の
会　

箱
守

☎
０
９
０

－

１
５
５
１

－

１
６
３
８

　

情
報
交
換
や
保
護
者
の
交
流
会
で

す
。
保
護
者
だ
け
の
参
加
も
子
連
れ

で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
日
時
＝
５
月
21
日
（
木
）
午
前
10

時
～
正
午　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）

２
階
和
室

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み  

北
原

☎
０
９
０

－

８
８
１
６

－

９
９
９
６

　

ど
ち
ら
の
教
室
も
申
込
者
に
ペ
ア

入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
申
込
み
は
直
接
窓
口
へ
。

【
大
人
の
は
じ
め
て
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
】

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室

で
、
水
慣
れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
導
入
ま

で
を
指
導
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
19
日
（
火
）
〜
７
月

７
日
（
火
）
午
後
０
時
30
分
〜
午
後

１
時
20
分
（
50
分
）
※
毎
週
火
曜
日

全
８
回　

▼
費
用
＝
８
，
０
０
０
円

（
入
館
料
別
途
５
０
０
円
が
必
要
）

▼
対
象
＝
泳
ぎ
が
初
め
て
の
人
・
苦

手
な
人
、
ク
ロ
ー
ル
で
20
メ
ー
ト
ル

泳
げ
な
い
人　

▼
申
込
み
＝
４
月
23

日
（
木
）
正
午
〜
申
込
開
始　

▼
定

員
＝
８
人　

▼
指
導
員
＝
石
嶋
涼
氏

【
大
人
の
種
目
別
教
室
】

　

種
目
を
１
つ
に
絞
り
フ
ォ
ー
ム
チ

ェ
ッ
ク
を
メ
イ
ン
に
指
導
し
ま
す
。

今
回
の
種
目
は
「
平
泳
ぎ
」
で
す
。

希
望
者
に
は
泳
ぎ
の
撮
影
を
し
て
分

析
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
６
日
（
土
）
〜
27
日

（
土
）
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
（
45

分
）
※
毎
週
土
曜
日
全
４
回　

▼
費

用
＝
４
，
０
０
０
円
（
入
館
料
別
途

５
０
０
円
が
必
要
）
▼
対
象
＝
平
泳

ぎ
40
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
人

▼
申
込
み
＝
４
月
23
日
（
木
）
正
午

〜
申
込
開
始　

▼
定
員
＝
12
人　

▼

指
導
員
＝
橋
冨
達
也
氏

申
問
あ
け
の
元
気
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
52

－

７
１
１
１

▼
日
時
＝
５
月
16
日
（
土
）
午
後
５

時
～
８
時
30
分　

▼
場
所
＝
下
館
総

合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
費

用
＝
１
，０
０
０
円
（
当
日
入
場
可
）

※
ド
リ
ン
ク
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

生
バ
ン
ド
演
奏
有
り

申
問
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ダ

ン
ス
協
会　

近
藤

☎
０
９
０

－

２
６
７
２

－

３
３
３
５

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

「
親
子
で
あ
・
そ
・
ぼ
！
」

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子

を
持
つ
親
の
会

心
を
育
て
る
抱
っ
こ
法

あ
け
の
元
気
館
教
室
開
催

イ
ベ
ン
ト

もっと自分が好きになる！

魅力を引き出すコミュニケーション

講演会 未来の幸せ家族応援事業

　結婚に必要な心構えや準備、さらには自分の魅力を
ＵＰさせるスキルを楽しくお教えします。

５月 30日（土）
午後１時〜 入場無料

【場所】しもだて地域交流セ
ンター（アルテリオ）集会室
【講師】佐藤律子氏（婚活ス
ペシャリスト・異性間コミュ
ニケーション講師）
【対象】市内在住又は在勤の
20歳以上の独身の男女
※事前申込不要

【問い合わせ】
市民協働課（月曜休）☎２３−１６００

春
季
交
流
会（
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
）
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▼
日
時
＝
５
月
31
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

※
小
雨
決
行
（
荒

天
の
場
合
は
中
止
）
▼
場
所
＝
五
郎

助
山
（
上
野
・
筑
西
消
防
署
関
城
分

署
近
く
）
※
駐
車
場
は
里
山
地
内　

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
大
人
も
含

む
。
保
護
者
同
伴
幼
児
可
）
▼
参
加

費
＝
大
人
・
中
学
生
８
０
０
円
／
小

学
生
５
０
０
円
／
幼
児
無
料
（
保
険

代
・
資
料
・
昼
食
代
（
お
に
ぎ
り
、

野
草
て
ん
ぷ
ら
））
▼
定
員
＝
先
着

30
人　

▼
講
師
＝
小
幡
和
男
氏
（
茨

城
県
自
然
博
物
館
学
芸
員
）

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
を
守
る
会

里
山
事
務
局　

山
崎

☎
０
９
０

－

７
９
０
６

－

１
０
８
２

五
郎
助
管
理
舎　

FAX
37

－

１
２
３
９

　

１
０
０
機
以
上
の
ラ
ジ
コ
ン
機
が

参
加
す
る
予
定
で
す
。

▼
日
時
＝
５
月
５
日
（
火
・
祝
）
午

前
８
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
時
は
６

日
（
水
・
祝
）
に
順
延
）
▼
場
所
＝

鬼
怒
川
河
川
敷
大
渡
戸
飛
行
場　

▼

持
参
品
＝
ラ
ジ
コ
ン
保
険
証
（
つ
く

ば
Ｒ
Ｃ
エ
ア
ポ
ー
ト
会
員
で
な
い

人
）
▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
申
込
期

限
＝
５
月
４
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
見
学
の
人
は
安
全
の
た
め
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
ソ
リ
ン
機
５
０
０
ｃ
ｃ
以
上
の

フ
ラ
イ
ト
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

申
問
井
上

☎
０
９
０

－

３
２
２
０

－

７
９
６
４

▼
日
時
＝
５
月
17
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
～　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館

大
ホ
ー
ル
（
イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
）

▼
入
場
無
料

申
問
ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
祭
実
行
委

員
会　

古
谷
野　

☎
22

－

２
６
５
７

▼
日
時
＝
６
月
７
日
（
日
）
受
付
：

午
前
８
時
50
分
～
／
競
技
開
始
：
午

前
９
時
30
分
～　

▼
場
所
＝
下
館
総

合
体
育
館　

▼
種
目
＝
男
女
混
成
シ

ン
グ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
抽

選
で
ペ
ア
を
決
め
ま
す
）
▼
参
加
資

格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人
及

び
市
卓
球
協
会
登
録
の
社
会
人　

▼

参
加
費
＝
１
人
１
，
０
０
０
円　

▼

申
込
期
限
＝
５
月
20
日
（
水
）
ま
で

申
問
筑
西
市
卓
球
協
会

　
　
　
　

市
村　

☎
22

－

３
６
８
２

▼
日
時
＝
５
月
28
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
～　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保

育
園
な
か
よ
し
文
庫　

▼
対
象 

＝       

え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

♪
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
♪

【
協
和
お
は
な
し
会
】
▼
日
時
＝
５
月

２
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
小
林　
　
　
　
　

☎
57

−

３
０
４
６

【
夢
く
ら
ぶ
】▼
日
時
＝
５
月
９
日（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公

民
館
和
室

問
小
川　
　
　
　
　

☎
37

−
３
７
２
９

【
読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫
】
▼
日
時

＝
５
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
吾
妻　
　
　
　
　

☎
57

−

３
４
０
１

【
野
ば
ら
の
会
】
▼
日
時
＝
５
月
16
日

（
土
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中
央

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
鶴
見　
　
　
　
　

☎
24

−

８
３
７
６

【
あ
す
な
ろ
の
会
】
▼
日
時
＝
５
月
24

日
（
日
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中

央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
手
面　
　
　
　
　

☎
24

−

４
５
４
７

読 み 聞 か せまちづくりカフェピーチ
会
場
は
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
ピ
ー
チ（
二
木
成
）

【
う
た
ご
え
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時

＝
５
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時
〜　

▼

参
加
費
＝
２
０
０
円
（
80
歳
以
上
無
料
）

▼
持
参
品
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
、
ス
リ
ッ
パ

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
保
健
室

☎
０
８
０

−

６
７
７
９

−

０
８
４
６

【
ヨ
ガ
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時
＝

５
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
～　

▼
参

加
費
＝
５
０
０
円　

▼
講
師
＝
鯨
井
陽

子
氏　
▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
保
健
室

☎
０
８
０

−

６
７
７
９

−

０
８
４
６

★
以
外
は
『
た
ま
り
場
・
た
ろ
う
』
で
開
催
。

【
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
絵
本
の
日
】
▼
日

時
＝
５
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
お
気
軽
ウ
ク
レ
レ
教
室
（
月
２
回
）】

▼
日
時
＝
５
月
５
日
（
火
・
祝
）・
19

日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時　

▼
参
加

費
＝
３
０
０
円（
ウ
ク
レ
レ
の
用
意
有
り
）

【
あ
き
ら
の
説
法
カ
フ
ェ
（
曜
日
変
更
）】

▼
日
時
＝
５
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
お
気
軽
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
教
室
】
▼

日
時
＝
５
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
～

４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円　

▼
持

参
品
＝
ギ
タ
ー

【
ち
く
ち
く
針
仕
事
小
物
づ
く
り
教
室
・

ス
ト
ラ
ッ
プ
人
形
を
創
ろ
う
】
▼
日
時

＝
５
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円　

▼
持

参
品
＝
糸
、
針
、
は
さ
み
な
ど

【
コ
コ
ロ
と
身
体
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ア
ロ

マ
】
▼
日
時
＝
５
月
18
日
（
月
）
午
後

２
時
～
４
時　

▼
参
加
費
＝
８
０
０
円

（
３
０
０
円
＋
材
料
実
費
５
０
０
円
）

【
筆
遊
び
教
室
】
▼
日
時
＝
５
月
23
日

（
土
）
午
後
２
時
～
４
時  

▼
参
加
費
＝

１
，
０
０
０
円

【
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
教
室
合
同
課
外

授
業
】
▼
日
時
＝
５
月
26
日
（
火
）
午

後
２
時
～
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
利
用
者

さ
ろ
ん
】
▼
日
時
＝
５
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
★
昭
和
の
歌
声
カ
フ
ェ
】
▼
日
時
＝

５
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分  

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円　

▼

場
所
＝
レ
ス
ト
ー
レ
下
館

【
た
ま
り
場
か
ふ
ぇ
】
▼
日
時
＝
５
月

２
日
・
16
日
（
土
）、
５
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
（
水
）
午
前
11
時
〜
午
後

５
時

問
小
松
﨑
☎
０
９
０

−

１
７
９
７

−

３
０
４
５

♪　た　ま　り　場　楽　校　♪

第
12
回

つ
く
ば
Ｒ
Ｃ
ラ
ジ
コ
ン
大
会

ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
祭

◉
お
詫
び
と
訂
正
◉

　

広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
４
月
１
日
号
20

ペ
ー
ジ
「
介
護
予
防
事
業
『
は
つ
ら
つ
教

室
』」
の
内
容
に
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
：
五
所
公
民
館　
第
１・３
木
曜
日

正
：
五
所
公
民
館　
第
１・３
水
曜
日

０
～
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
で
き
る
か
な
？　

▼
絵
本

＝
『
ぴ
ょ
〜
ん
（
大
型
）』『
お
て
て

が
で
た
よ
』

問
未
来
ネ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル　
　
　
　

☎
24

－

８
０
７
０

里
山
・
春
の
植
物
観
察
会

筑
西
市
民
卓
球
あ
じ
さ
い
大
会

22



▼
相
談
日
＝
毎
週
月
曜
日　

▼
対
象

＝
平
成
28
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予

定
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

問
指
導
課　
　
　

☎
22

－

０
１
８
４

▼
日
時
＝
５
月
16
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
相
談

内
容
＝
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
、

費
用
、
保
険
料
負
担
の
困
り
ご
と
、

負
担
軽
減
策
な
ど　

▼
相
談
員
＝
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、

医
療
・
福
祉
団
体
ス
タ
ッ
フ

【
受
付
電
話
番
号
】
※
無
料

　
☎
０
２
９

－

２
２
８

－
０
６
０
０

　
☎
０
２
９

－

２
２
８

－
０
６
０
２

問
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

☎
０
２
９

－
２
２
８

－

０
６
０
０

相談日時 ５月 15 日（金）午前 10 時〜正午
相談会場 明野農村環境改善センター（新井新田）
相 談 員 弁護士

予　　約
５月１日（金）午前９時から、社会福祉
協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始

（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先

５月 12 日（火）
午前９時〜 10 時 30 分 筑西保健所 ☎ 24-3965

５月 14 日（木）
午後１時〜３時 下館保健センター 健康づくり課

☎ 22-0506

５月 25 日（月）
午後３時〜５時 筑西保健所 ☎ 24-3965

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

地区 開　催　日 会　場

下館

５月８日・22 日（金）
13:30 ～ 15:00

地域交流センター
８日は大練習室
22 日は集会室

５月 12 日・19 日・26 日（火）
13:30 ～ 15:00 下館武道館１階

関城 ５月 19 日・26 日（火）
10:00 ～ 11:30

ペアーノ　
リハーサル室

明野 ５月 18 日（月）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 ５月６日（水・祝）・20 日（水）
13:30 ～ 15:00

協和公民館
ホール

▶対象＝おおむね 60 歳以上　▶定員＝各先着 30
人（※明野会場のみ先着 20 人）▶服装＝動きやす
い服装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２−０５０６

シルバーリハビリ体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

【相談日時】５月 28 日（木）午後１時〜３時（法律相談は４時まで）
【場所】下館武道館２階

相談員 申込み

人権相談 人権擁護委員
（法務大臣委嘱） 事前申込不要

（当日来訪順受付）行政相談 行政相談委員
（総務大臣委嘱）

法律相談
（市内在住の人） 弁護士 ☆５月 18 日（月）午前 9 時から、広報広

聴課にて電話予約受付開始（先着８人）
人権相談…問人権推進課  内線２５３         ／  行政・法律相談…問申広報広聴課  内線３１４

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料

【専門相談】※要予約 ・秘密厳守 ・無料
▶日時＝５月 28 日（木）13:30 〜 14:30
臨床心理士が相談を受け、対応等に
ついて情報提供を行います。

【家族教室】
▶日時＝５月 28 日（木）14:30 〜 16:00
同じ悩みを持つ家族同士がひきこ
もりについて学び、交流を深め、解
決の糸口を見つける場です。
※家族教室への参加は事前に面接
を行ってからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４−３９６５

ひきこもり相談青少年なんでも相談
　子どもたちのいろいろな悩みについて、専門の相談
員が電話相談・面接相談に応じます。
▶日時＝毎週月・水・金曜日の午後１時〜５時（祝日
除く）▶場所＝市青少年センター（スピカ３階）

問☎２４−６０８１（直通）

▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣
に関心のある人　▶定員＝各先着 30 人（※あけの
元気館健康体操教室のみ先着 20 人）▶服装＝運動
のできる服装、運動靴　▶持参品＝バスタオル、タ
オル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２−０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生 ☎ 080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

５月 21 日（木）
13:30 ～ 15:00

地域交流センター
会議室 B

５月 11 日・18 日・25 日
（月）
13:30 ～ 15:00
※ 18 日は認知症予防体操教室

スピカ３階
健康ひろば

関城 ５月 20 日（水）
13:30 ～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

５月 19 日（火）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

５月 12 日・26 日（火）
13:30 ～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園ホール

協和 ５月１日・15 日（金）
13:30 ～ 15:00

協和ふれあい
センター集会室

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

＊厚生労働省認定事業
＊無料・前日までに予約

「昨年は約100人の進路をサポート!!」
▶日時＝毎週火〜土曜日　午前 10 時
〜午後６時（土曜日は午後７時まで）
▶場所＝いばらき県西若者サポート
ステーション（西方）
▶対象＝就職・進路で悩んでいる若者

（15 〜 39 歳）又は保護者・関係者
申問いばらき県西若者サポートス
テーション　☎５４－６０１２

就職・進路の悩みはサポステで解決！

　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている当事者及び保護者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝５月 20 日（水）午後１時
30 分〜５時　▶場所＝しもだて地
域交流センター（アルテリオ）２階
研修室　▶資料代＝ 300 円
問アイネット　浅沼
　☎０９０−３１４０−４８６５

不登校・ひきこもりの
解決にむけて

▼
日
時
＝
５
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
～
正
午　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪

場※
譲
り
た
い
人
は
事
前
申
込
が
必
要
。

犬
は
き
ち
ん
と
リ
ー
ド
を
し
て
散
歩

が
で
き
る
人
に
お
譲
り
し
ま
す
。

問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン

☎
０
９
０

－

９
６
４
１

－

１
８
５
７

　

心
や
か
ら
だ
、
こ
と
ば
の
発
達
に

心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
就

学
相
談
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　

犬
・
猫
の
譲
渡
会

相

談

発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子

さ
ん
の
た
め
の
就
学
相
談

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん

で
も
電
話
無
料
相
談

ちくせい健康ダイヤル24

　無料で健康相談が受けられる市
民のための電話相談があります！
年中無休・24時間・無料
☎０１２０−０８ー２９４１
医療相談・介護相談・育児相談
プライバシーは厳守します。筑西
市からの委託業者の医師をはじめ
専門職が電話で相談に応じます。

ひとりで悩む前に、まずは電話！

問健康づくり課　☎２２−０５０６
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広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
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人口＝男 51,643人　女  52,896 人　計104,539人　世帯数＝36,402世帯（平成27年４月１日現在・常住人口）

國領經郎展
「飛行船の浮ぶ港の風景」1993 年 横浜美術館蔵（國領經郎氏寄贈）

関連行事  ※詳細はお問い合わせください

■気軽にトーク！作品鑑賞会
　�「國領作品の魅力は…？」
　５月 23 日［土］13:30 〜
　［場所］美術館展示室
　※展覧会入館券が必要です

■絵画体験教室
　「点々で描くしもだての街」
　６月 27 日［土］10:30 〜 15:00
　［場所］美術館ロビー
　［対象］�どなたでも　　
　　　　 ※小学３年生以下は保護者同伴
　［定員］先着 20 人（要予約）
　［受付期間］６月２日（火）〜 20 日（土）
　［申込み］しもだて美術館まで

５月 23日［土］−７月 12日［日］

開館時間｜ 10:00 〜 18:00（入館は 17:30 まで）
休 館 日｜ 月曜日
入 館 料｜ 一般 500 円／団体（10 人以上）400 円／高校生以下無料
　　　　　※会期中は板谷波山記念館もご覧いただけます
　　　　　　 ※障害者手帳等をお持ちの方と付添いの方１人は無料です
　　　　　　 ※第３日曜日「家庭の日」（６月 21 日）は高校生以下のお子様連れのご家族は無料です
◎主催｜しもだて美術館／筑西市教育委員会／筑西市　◎共催｜國領經郎顕彰会
◎特別協力｜横浜美術館／酒田市美術館　◎協力｜一般社団法人 日洋会

　國領經郎は、1919 年横浜で生まれました。東京美術学校 ( 現 東京藝術大学 ) を
卒業し、図画教諭として勤務、戦時中兵役に服しながらも制作を続け、復員後の第
３回日展で初入選を果たします。戦時中に出合った中国の砂漠や、赴任先の新潟で
見た砂浜の光景が、後にライフワークとなった砂丘の原風景になりました。
　國領作品の魅力は、静けさを湛えた色彩と抒情性にあります。今展は國領經郎顕
彰会との共催により、初期作品から点描時代を経て、砂丘をモチーフとした心象風
景へと展開する國領の作品世界をご紹介します。

砂丘に秘められた抒情Ｋｏｋｕｒｙｏ　Ｔｓｕｎｅｒｏ

しもだて美術館 Shimodate Museum of art　アルテリオ３階　☎２３−１６０１


